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教　育　方　針

教育理念
　秋田県看護協会は、少子高齢社会にあって多様化する地域住民のヘルスケアニーズに応え、より質の高
い看護サービスを提供するために、看護専門職として自律的にキャリア開発するための継続教育を支援す
る。

教育目的
１．看護職として、最善の看護ケアを提供するために必要な看護実践能力の向上を図る。
２．専門職としての自己の責任において継続教育に参加する倫理的責任を培う。

教育目標
１．地域住民のヘルスケアニーズ、医療・看護の進歩に対応できる能力を養う。
２．看護の専門領域の知識や技術を深め、安全な看護実践が展開できる能力を養う。
３．幅広い社会性を身につけ、豊かな人間性を養う。
４．看護職に必要なリーダーシップやマネジメント能力を養う。
５．看護実践に活用できる研究的視点や能力を養う。

教育計画について
　日本看護協会は、看護職の生涯にわたる学習活動を支えるために、これからの社会において活躍する看
護職一人ひとりの生涯学習の羅針盤とすべく、2023年 6 月に「看護職の生涯学習ガイドライン」を公表
した。生涯学習とは、人々の健康に寄与することを目的に、看護職個人が主体となって、看護職としての
行動や知識・技術等の能力の開発・維持・向上を図るために行う多様な学習活動を指す。生涯学習で重要
なことは、自分自身がどのように看護職として活躍し、どんな生き方をしたいかという希望する将来の姿
を思い描き、その実現に向けて自ら積極的に取り組むことである。
　また、生涯学習支援は、看護職を雇用している組織等の責務であり看護職が主体的に学び能力を高める
ために各組織の支援も重要である。看護職自身が計画している生涯学習の内容だけでなく多様な学習機会
の紹介・調整等の支援が有効となる。
　秋田県看護協会の教育計画は、日本看護協会と連携・協働しながら県内の医療・福祉の動向と看護の役
割、看護職のニーズを鑑みて、企画している。この教育計画を看護職一人ひとりの生涯学習、キャリア形
成のために活用されることを願い実施する。

【日本看護協会の研修分類及び当協会研修の位置づけ】

分　　類 内　　容 左記の分類に対応した研修

1 専門職としての活動の基盤と
なる研修

活動の場等を問わず、全ての看護職の
活動において、基盤となる研修

・一般教育研修　・訪問看護師養成講習会
・訪問看護実践力向上研修
・外来における在宅療養支援能力向上のための研修　　
・病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研修　
・退院支援看護師養成研修
・准看護師のためのキャリアアップ支援研修
・介護福祉施設等研修講師派遣事業

2 看護・医療政策に関する研修 最新の情報も踏まえた看護・医療政策
に関する研修

・災害支援ナース養成研修
・医療安全管理者養成研修　
・IHEAT研修
・小児在宅移行支援指導者研修
・看護職員認知症対応力向上研修

3 人材育成や教育支援を行う者
を対象とした研修

看護職の主体的な学びを支援する教育
支援者の研修

・感染対策リーダー看護師育成研修
・看護職員認知症対応力向上研修
・組織で行う生涯学習支援の基礎知識

4 看護管理者を対象とした研修 看護管理者向けの研修
・看護補助者活用推進のための看護管理者研修
・訪問看護管理者研修
・認定看護管理者教育課程公開講座

5 資格認定教育 認定看護管理者教育課程
認定看護師教育課程

認定看護管理者教育
（ファーストレベル・サードレベル）
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研 修 参 加 要 領

■受講条件：令和 6 年度教育計画一覧を参照
1 ）受講対象は教育計画一覧の【対象・定員】欄を参照して下さい。
2）受講料は会員・非会員で異なりますので、【受講料】欄を確認して下さい。
　　※非会員（会員以外の医療従事者）

	 ※平成30年度より、当協会の研修受講を希望される県外看護職の皆様も申込みの対象となりました。
ただし、定員を上回る応募があった場合は、県内看護職の申込みを優先させていただき、受講決定
いたしますので、ご理解とご協力をお願いします。

　申込み区分   については従来通りの運用になります。  につ
いては、研修管理システムmanaable（マナブル）での運用になりますので、秋田県看護
協会ホームページからお申込み下さい。

■申込受付期間
※申込受付期間にお申込み下さい。各期とも締切日を厳守下さい。

※申込受付は年 4回（ 4期に区分）です。
※訪問看護師養成講習会、ファースト･サードレベル教育課程等は、開催要項に記載している申込み期日
に受付けていますので、ご注意下さい。

以下 1～4は   の申込み方法になります。
１．申込み方法
1 ）申込書の種類
　申込書は11種類あります。希望する研修の様式を確認して下さい（『申込書』様式集p.33～44参照）。

「申 込 書 A」　 秋田県看護協会研修会申込書
「申 込 書 B」　 研修ポイントを使用して受講する方専用申込書　 
「申 込 書 C」　 新人研修専用申込書　 
「専用申込書」　　＊訪問看護師養成講習会

＊訪問看護師養成講習会公開講座
＊病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研修
＊災害支援ナース養成研修
＊感染対策リーダー看護師育成研修
＊認定看護管理者教育課程ファーストレベル・サードレベル

2）各様式の入手方法
　次のいずれかの方法で取り寄せて、お申込み下さい。
（1）コピー：冊子のp.35～44   をコピーして、ご使用下さい。
（2）ダウンロード：秋田県看護協会ホームページにアクセス（https://www.akita-kango.or.jp）し、必

要な申込書をダウンロードして、ご使用下さい。
（3）地区支部が開催する研修は、各地区支部の申込み方法に従いお申込み下さい。

3）申込方法
　施設の申込代表者が、各研修会の受講希望者を取りまとめ、申込書に必要事項を記載してFAX、郵送、
メールのいずれかでお申込み下さい。
※お申込みいただく際には、申込書に記入漏れ、お名前等の間違いがないか十分にご確認の上、送付下さい。
※施設に属さない方は、各自でお申込み下さい。

２．受講決定通知
1 ）各研修会の開催 1ヶ月前までに申込代表者宛またはご本人宛に通知します。
2）応募者多数の場合、会場変更または人数調整をさせていただくことがあります。人数調整の際は、

•••••••••••••••• ••••••••••••••••

申込区分 1　期 2　期 3　期 4　期

申込受付期間 4／8（月）17時
必着

5／13（月）17時
必着

研修管理システムmanaableで申込み
7／8（月）17時まで 9／9（月）17時まで

研修開催月 5,6月 7,8月 9,10月 11,12月

申込書

1 期・ 2期

1期・ 2期

3期・ 4期
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施設内優先順位、施設毎の受講者数のバランスを考慮し、決定させていただきます。
複数で申込まれる方で、研修参加を強く希望される場合は、申込代表者に相談の上、優先順位等を
ご確認いただき、お申込み下さい。

3）定員の半数に満たない場合は、開催を見合わせることがあります。予めご了承下さい。

３．受講料　
1）コンビニ振込用紙に記載している指定期日までに受講料を振り込んで下さい。
※注意：銀行ならびにATMからの振り込みはできませんので、ご注意下さい。

2）やむを得ず振り込みが遅れる場合は、協会事務局に連絡をして下さい。
3）振り込まれた受講料は、取り消し及び欠席でも返納しません。
4）払込受領証控は秋田県看護協会の領収書として扱っています。再発行はいたしませんので、ご了承
下さい。

４．受講取り消し等
1 ）申込後に取り消し、変更（交代）、欠席する場合は、申込代表者を通して早急にご連絡下さい。
受講料振込後の取り消しの場合は、受講料は返納できません。できる限り代替者を出していただき、
その氏名を連絡して下さい。

2）当日欠席、遅刻される方は必ず連絡して下さい。
3）研修時間中は、受講者の時間管理を行っております。やむを得ず早退される方は、研修担当者に必
ず申し出て下さい。

【研修応援ポイントカードの利用について】
1 ）ポイントカードにポイントが貯まった方は、点数に応じて研修が無料で受講できます。
　　※（10ポイント：半日研修 1回、20ポイント： 1日研修 1回）
2）ポイントが利用できる研修は、一般教育研修、認定看護管理者教育課程公開講座です。
3）ポイントを利用して研修受講を希望される方は、   でお申込み下さい。
4）	ポイントの貯まったカードを紛失された場合は、ポイントは無効になります。
5）	   で研修申込みを行い、受講決定通知が届いた後に、ポイント利用への申込み変更はで
きません。

6）	ポイントを使用して受講している研修には、ポイントはつきません。
7）ポイントの申請は研修会当日申請に限ります。過去にさかのぼっての申請は出来ません。

■研修の受付時間等
　受付時間：研修開始の45分前から開始いたします。
　オリエンテーション：研修開始 5分前から行います。
※オリエンテーション開始時間までに受付を済ませて下さい。
※受付で、受講者の本人確認、受講料入金等の確認をしますので、会員証・払込受領証控をご持参下さい。

■受講にあたっての注意事項
1 ）自然災害や講師の都合など、やむを得ない事情が発生した場合、日程・時間・内容および講義形態
の変更、または中止することがあります。その際は、秋田県看護協会ホームページに変更情報を随
時掲載しますので確認をお願いします。

2）秋田県総合保健センター駐車場の使用は固く禁じられています。自家用車ご利用の方は、近隣の有
料駐車場（この冊子の裏表紙を参照）をご利用下さい。

3）秋田県総合保健センター敷地内は全面禁煙となっていますので、ご協力下さい。
4）会場は座席の位置により冷暖房の調整が難しいので、衣類での調整ができるよう各自ご準備下さい。
5）受講に際して講師からの連絡事項がある場合は、受講決定通知に掲載しますので、準備をして下さい。
6）研修でのパソコン利用はお断りいたします。
7）昼食は各自で準備して下さい。
8）ゴミ・ペットボトルなどはお持ち帰り下さい。
9）研修会場内では携帯電話の電源を切るかマナーモードに設定して下さい。
10）録音、写真やビデオ撮影などは、ご遠慮下さい。
11）Web開催（Zoom）の場合は、「Zoom開催」の研修を自宅で受講する場合の留意事項（冊子p.5）
を熟読の上、ご参加下さい。

12）忘れものは事務局で 1ヶ月間保管します。それ以後は処分いたしますので、ご了承下さい。
13）受講の際、会員は「会員証」（カード・電子のどちらか）をご持参下さい。
14）研修会に参加される方は、日頃より健康観察を行い、体調変化・体調不良がある場合は、参加をお
控え下さい。

申込書B

申込書A
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【資格更新のための研修参加証明等について】
　日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位証明等が必要な方は、所定の用紙に必要事項を全て記
入のうえ、返信用封筒（切手貼付、住所・氏名明記、長形3号）を添えて研修の当日受付に提出して下さい。

【個人情報保護の取扱いについて】
　当協会の個人情報保護方針に基づき、個人情報の取得・利用を適切に行います。研修会申込みに際して
得た情報は、以下の利用目的の範囲内でのみ利用し、利用目的以外で利用することはありません。
　①当協会の研修会を受講する際の本人確認　②当協会の研修に関する連絡・情報提供等　③アンケート
その他の方法による本会の事業推進に資する情報収集　④研修受講履歴を会員向けマイページ「キャリナー
ス」で会員本人が参照可能となるための会員情報管理体制ナースシップとの連携

【ハラスメント防止等について】
　当協会のハラスメント防止等規則に基づき、ハラスメントの防止について適切に対応いたします。
　当協会で教育を受けるすべての者、職員、非常勤講師等の本会で働く者に適用します。
　☎ご相談、お問合せ直通電話　018－832－1199

【その他】
　教育研修・委員会事業のお知らせ（開催日時の決定、変更、受講形態の変更等）は、秋
田県看護協会公式ホームページ（https://www.akita-kango.or.jp）に随時掲載いたしま
すので、この冊子の内容と合わせてご覧下さい。

連　絡　先
郵送先：〒010-0874　秋田市千秋久保田町6-6
　　　　公益社団法人秋田県看護協会　事業部
　　　　封筒の表に「○○研修申込」と明記
　　　　　　　　　　　　　　（申込期間内必着）

F A X：０１８－８３１－８０２３
T E L：０１８－８３１－８０２０

e-メール:kyouiku1@akita-kango.jp

～研修受講の軌跡を振り返り、これからの看護にお役立てください～～研修受講の軌跡を振り返り、これからの看護にお役立てください～

受講した研修が自動的に保存され、自分の受講履歴が管理できます！

看護協会会員の皆さま
専用のWebページです

https://kaiin.nurse.or.jp/members/JNG000101

他にもキャリナースに登録すると…
◆ 全国の都道府県看護協会や日本看護協会が実施する研修情報の検索ができる。
◆ 「最新看護検索Web」を使った看護関連領域の文献検索ができる。
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「Zoom開催」研修の留意事項

1 ）「Zoom開催」の表示がついている 1研修（11月開催）は、研修会場への集合または、自宅
での受講のいずれかの選択になります。専用申込書で申込んで下さい。

2）やむを得ない事情により講義形態が対面から遠隔に変更となった場合は、以下のとおりに進
めますので予めご了承下さい。

　・使用するシステム：Zoom
　・入金確認できた方から、研修資料、ミーティング ID、パスワードを前日までに郵送いたします。
（配布資料が無い場合もあります。）
＊Zoomを活用した研修では、締め切り日までに受講料が入金されない場合、受講できません。

（ 1 ）受講に必要な機材・環境

（ 2 ）受講前の準備
使用するPCまたはスマートフォンにZoomアプリの準備をお願いいたします。 
詳細は、秋田県看護協会ホームページの「Zoomオンライン研修マニュアル」
をダウンロードし、受講方法について確認して下さい。

（ 3 ）当日の受講方法
　予め郵送でご本人にお知らせしたミーティング IDとパスワードで参加い
ただきます。

（ 4 ）アンケートのお願い
　今後の研修会に活かすため、アンケートにご協力をお願いいたします。アンケート用紙は、
研修資料とともに送付します。研修会が終了しましたらアンケートにご協力いただき、1週
間以内にFAX（018－831－8023）で送信して下さい。

3 ）視聴にあたっての禁止・留意事項
　・講義中の録画・録音は固く禁止いたします。また、スクリーンショット機能等を用いた記録
や保存、他サイトへの転載は固く禁止いたします。

　・掲載内容のSNSへの投稿等も固くお断りいたします。
　・第三者へのミーティングID、パスワードの譲渡・共有はご遠慮下さい。

　「Zoom開催」の表示がついた研修（No.027）は各施設の研修会場に集合し、受講できます。
ただし、以下の条件を満たす遠隔施設とします。
	 □対象地域　県北：大館・北秋田・鹿角地区        県南：横手・湯沢・雄勝地区
	 □看護管理者が同意している。
	 □PC（カメラ・マイク内蔵）、プロジェクターの設置が可能な研修室が確保できる。
	 □参加者の反応を見るため、Webカメラで会場全体を映すことができる。
	 □Zoomに対応できる職員、受講履歴管理（受講者の研修参加状況の把握）ができる職員（以

下研修担当者）が配置できる。（＊研修担当者は、研修受講者と認めない。）
◎上記要件が満たされ、施設内受講を希望する施設のご担当者には、「施設で受講する場合の留
意事項」および「Web研修会遠隔地専用申込書」を送付いたしますのでご一報下さい。

学習に集中
できる場所

通信容量無制限
インターネット回線

※有線を推奨

1 人 1 台
※メーカーがサポー
トしている OS 搭載
を推奨

パソコン内蔵
または外付け

マイク

パソコン内蔵
または外付け

カメラ

１．自宅で受講する場合

２．研修の施設（遠隔地）での受講について
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教育計画一覧　Ⅲ

令和6年度　教育計画
※詳細は教育計画一覧・協会ホームページにてご確認下さい。

領域 研修No. テーマ 開催日

一
般
教
育
研
修
会

新
人

教
育

011 心の緊張をほぐそう！
～自分と相手の相手の気持ちを大事にするアサーティブ・コミュニケーション～ 7/23（火）

022 新人看護師のための医療安全対策～危険予知トレーニングでリスク感性を磨こう～ 10/4（金）

看
護
共
通

001 看護研究の基本を学ぼう！研究計画書の作成
※研修No.005をお申込みの方は、こちらの研修の修了が必須となります。 5/21（火）

002 ケアの実践と根拠が伝わる看護記録 5/24（金）
003 ストーマと共に暮らす・支える看護　～最新知識と災害時ケア～ 5/28（火）

005 ワークショップ～これで書ける！研究計画書作成の実際～ 
※この研修は、研修No.001の修了者・過去3年以内に同研修を受講済の方を対象とします。 6/4（火）

006 看護師のためのキャリアデザイン
～大事にしたい看護をみつめ、未来の自分を考えよう～ 6/7（金）

007 正しく読み解き、看護実践に活かす研究論文クリティーク 6/8（土）

008 プレゼンテーションを成功させたい！
～視聴者に伝わる魅力的なプレゼンテーションスキル～ 6/9（日）

010 アップデート！糖尿病の最新知識～疾患管理から看護に活かすセルフケア支援まで～ 7/12（金）
012 今こそ学ぼう、がん性疼痛緩和～その人らしい生活のために看護師ができること～ 7/26（金）

013 急変予測に必要なフィジカルアセスメント
～患者のサインを読み取る力を身につけよう！～ 7/29（月）

014 せん妄を見落とさないために、看護師だからできること！ 8/8（木）

015 「ケアの意味を見つめる事例研究」から学ぶ
～看護実践の意味を見つめる手法を学び、事例検討に活用しよう！ 8/24（土）

019 今だからこそ、持ち続けようケアリングマインド～いのちと向き合うケアのために～ 9/13（金）

021 心理的安全性の正しい理解から始めよう
～看護現場のチーム・パフォーマンス向上のために～ 9/27（金）

024 手術侵襲に伴う生体反応について学ぼう！ 10/11（金）
025 「目に見えない障害」高次脳機能障害のある患者の看護に活かすポイントを学ぼう！　 10/23（水）
026 自分の感情と向き合おう～感情コントロールとスキル～ 10/27（日）
027 アセスメント力を高めケアに活かそう！X 線・CT画像の見かた 11/6（水）

成
人
老
年

009 なぜできる？　どう治す？　高齢者のスキンテアを解決しよう！ 6/14（金）
017 高齢者の皮膚を守ろう！～ IAD（失禁関連皮膚炎）の予防とスキンケア～ 9/5（木）
020 高齢者の低栄養と低活動を看護で防ぐ！～医原性サルコペニアの予防と看護～ 9/20（金）

023 臨床推論で考える患者の状態判断
～高齢者の脱水症のメカニズム　予防から対応までを学びケアに活かそう～ 10/10（木）

指
導
者

管
理
者

018 コロナ禍を過ごした新人・若手看護師の育成
～臨床での経験をその人の成長につなげるために～ 9/6（金）

小児母性 004 基礎から学ぼう！小児感染症 6/3（月）
トピックス 016 若い世代の健康な未来のために～「プレコンセプションケア」について学ぼう～ 8/29（木）

オンデマンド
配信研修

201 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修 5/17（金）
202 外来における在宅療養支援能力向上のための研修 8/7（水）
131 医療安全管理者養成研修集合研修　※日本看護協会にお申込み 11/14（木）
204 小児在宅移行支援指導者育成研修（2日間） 12/3（火）、4（水）

DVD研修 203 認知症高齢者の看護実践に必要な知識（2日間） 8/20（火）、21（水）

災害支援ナース
養成研修 301

災害支援ナース養成研修（2日間）
※お申込みは、施設単位で秋田県看護協会へ。申込者は、各医療機関の看護管理者もしくは医療
機関以外は部門長等を代表者とします。

10/16（水）、17（木）

県学会 県学会 第51回秋田県看護学会 11/29（金）
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【受講料】	 （税込）
研修区分 会員 非会員 研修区分 会員 非会員

一般研修

1日研修（5時間） 4,400円 8,800円
JNAオンデマンド活用研修

201 4,400円 8,800円
半日研修（3時間） 3,300円 6,600円 202 3,300円
指導者・管理者研修 5,500円 11,000円 204 15,730円 23,540円
トピックス 3,300円 災害支援ナース養成研修

無　料

新人研修 2,200円 4,400円 在宅医療看護職育成事業
認定看護
管理者
教育課程

ファーストレベル 99,000円 148,500円 秋田県受託事業

サードレベル 242,000円 363,000円 地区支部開催の研修

公開講座
訪問看護師養成研修
（1テーマ）

500円 委員会事業

サードレベル（6時間） 3,300円 6,600円
秋田県看護学会

3,300円 5,500円
JNA収録DVD研修 203 6,270円 9,460円 看護学生　1,100円

※訪問看護師養成講習会は、資料代　11,000円（税込）が必要です。
※医療安全管理者養成研修は日本看護協会のお申込み・お振込みとなります。

領域 研修No. テーマ 開催日

認定看護管理者
教育課程

401 認定看護管理者教育課程ファーストレベル 5/27（月）～7/29（月）
403 認定看護管理者教育課程サードレベル 9/3（火）～11/26（火）

秋
田
県
受
託
事
業

601 訪問看護師養成講習会 5/15（水）～8/30（金）
602 訪問看護実践力向上研修　新任訪問看護師のための研修 7/16（火）
603

病院勤務以外の看護職員等認知症対応力向上研修　※同じ内容の研修を2回開催します。
7/24（水）

604 7/25（木）
605 訪問看護実践力向上研修　医療的ケア児等の支援につながる研修（県南地区） 9/11（水）
606 訪問看護実践力向上研修　医療的ケア児等の支援につながる研修（中央地区） 9/25（水）
607 訪問看護管理者研修　訪問看護ステーションの経営管理 10/12（土）

608 看護職員認知症対応力向上研修（3.5日間） 11/15（金）、
11/18（月）～20（水）

― 秋田県IHEAT（アイヒート）研修

在
宅
医
療
看
護
職

育
成
事
業

701 感染対策リーダー看護師育成研修（2.5日間） 6/11（火）、26（水）、
7/4（木）

702 准看護師のためのキャリアアップ支援研修【JNAオンデマンド研修128】 8/28（水）

703 退院支援看護師養成研修（2.5日間） 9/3（火）、4（水）、
10/29（火）

704 地域包括ケア推進看護職ネットワーク事業（能代・山本地域） 未定
― 介護・福祉施設等研修講師派遣事業～あなたの施設に出向きます～ 9 ～12月

その他事業 801 看護実践力向上と看護職間のネットワーク構築のための研修 12月予定

公
開
講
座

501 訪問看護師養成講習会 5/16（火）～7/26（金）
503① サードレベル　ヘルスケアシステム論Ⅲ　社会保障制度・政策の動向 9/4（水）
503② サードレベル　ヘルスケアシステム論Ⅲ　看護制度・政策の動向 9/7（土）
503③ サードレベル　資源管理Ⅲ　財務管理 9/10（火）
503④ サードレベル　人材管理Ⅲ　社会システムと労務管理 9/28（土）
503⑤ サードレベル　人材管理Ⅲ　看護管理者の育成 9/29（日）
503⑥ サードレベル　人材管理Ⅲ　社会システムと労務管理 10/4（金）
503⑦ サードレベル　資源管理Ⅲ　経営戦略 10/25（金）
503⑧ サードレベル　質管理Ⅲ　組織の安全管理 10/28（月）
503⑨ サードレベル　質管理Ⅲ　組織の安全管理　 10/30（水）
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JNA収録DVD研修・オンデマンド研修
日本看護協会との連携の下、生涯学習の機会と拡充を図る一環として、研修を開催しています。どうぞ、ご活用下さい。

研修No.
JNA収録オンデマンド研修〔研修分類4〕
看護補助者の活用推進のための看護管理者研修

［演習支援者］公益社団法人秋田県看護協会　教育担当理事　認定看護管理者　大塚　悦子
201 【受講対象】　看護管理者、またはその任にある者

開催日時 会　　場 定員 申込〆切 形式 受講料（税込）
5月17日（金）
9:30～15:30 5階第1研修室 60名 4月8日（月）17時

申込書A
オンデマンド視聴

演習
会　員　4,400円
非会員　8,800円

研修の内容
法令やガイドラインに沿い、看護管理者に求められる安全で効率的な業務実施体制の整備について学びます。
＊診療報酬「看護補助体制充実加算」に対応する研修です。研修修了基準に基づき、修了証を発行します。

医療安全管理者養成研修集合研修

研修No.
日本看護協会主催　オンデマンド配信研修〔研修分類2〕
医療安全管理者養成研修

［講師・演習支援者］
秋田大学医学部附属病院　医療安全管理部副部長　医療安全管理者　小林　育子

131 【受講対象】　医療安全管理者または1年以内に医療安全管理者になる予定の者　他
開催日時 会　　場 定員 申込〆切 形式 受講料

11月14日（木）
9:30～15:30 5階第1研修室 35名 お申込みは個人単位

で日本看護協会へ 講義・演習 受講料は
日本看護協会へ

研修の主な内容
所属施設及び地域で医療安全管理業務を実践できるよう、
安全管理業務を遂行するために必要な知識と技術を学びます。
【主な研修内容】安全文化の醸成

＊診療報酬「医療安全対策加算」に該当する研修です。

日本看護協会　医療安全管理者研修

研修No.
JNA収録DVD研修〔研修分類2〕
認知症高齢者の看護実践に必要な知識

［演習支援者］中通リハビリテーション病院　認知症看護認定看護師　田崎　静香
203 【受講対象】　看護職全般

開催日時 会　　場 定員 申込〆切 形式 受講料（税込）
8月20･21日
9:30～16:30 5階第1研修室 35名 5月13日（月）17時

申込書A 
DVD視聴
一部演習

会　員　6,270円
非会員　9,460円

研修の主な内容
認知症ケア加算2および3の施設基準における「認知症患者のアセスメントや看護方法等に係る適切な研修」に該当す
る研修で、認知症高齢者の看護実践に必要な基本的知識を学ぶことができます。
＊研修修了基準に基づき、修了証を発行します。

外来における在宅療養支援能力向上のための研修

研修No.
JNA収録オンデマンド＋秋田県看護協会演習研修〔研修分類1〕
外来における在宅療養支援能力向上のための研修

［演習支援者］平鹿総合病院　外来副師長　乳がん看護認定看護師　武石　優子

202 【受講対象】　外来勤務の看護職員（常勤や非常勤等の雇用形態、短時間勤務等の勤務形態
は問わない。救急外来も含む）

開催日時 会　　場 定員 申込〆切 形式 受講料（税込）
8月7日（水）
13:30～16:00 5階第1研修室 60名 5月13日（月）17時

申込書A 
事前課題

オンデマンド視聴・演習
会　員　3,300円非会員　

研修の内容
外来看護を取り巻く現状と課題を知り、自施設の外来が果たすべき役割と自らが外来で担うべき役割を理解し、在宅
療養支援に必要な知識を習得できます。
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小児在宅移行支援指導者育成研修

研修No.
JNA収録DVD＋演習研修〔研修分類2〕
小児在宅移行支援指導者育成研修

［演習支援者］秋田赤十字病院　金子　香里　　秋田大学医学部附属病院　鈴木　日出子

204
【受講対象】　①総合周産期母子医療センターまたは地域周産期母子医療センターのNICU/
GCU等に勤務している、または勤務した経験がある5年目以上の看護職②本研修の受講前ま
でに、訪問看護ステーションの看護師と在宅療養中の小児を訪問し、その記録を提出できる
者③上司の推薦がある者

開催日時 会　　場 定員 申込〆切 形式 受講料（税込）
12月3･4日
（火・水）
9:30～15:30

5階第1研修室 20名 6月21日（金）17時
申込書A

事前課題
(同行訪問・記録提出)

DVD視聴・演習
会　員　15,730円
非会員　23,540円

研修の目的
所属施設においてNICU等に入院する児の在宅移行を推進し、児と家族を支援することができる人材を育成する。
＊診療報酬「入退院支援加算3」に対応する研修です。研修修了基準に基づき、修了証を発行します。

秋田県看護学会　～新たな時代を支える看護のちから～
第51回 秋田県看護学会	
特別講演テーマ「医療行動経済学の理論と実践」

講師：大阪大学大学院 人間科学研究科 准教授　平井　啓

【参加対象】　会員・非会員・看護学生

開催日時 会　　場 定員 申込〆切 形式 受講料（税込）

11月29日（金）
10:00～15:40

秋田県総合
保健センター　　　　　　
2階大会議室

250名 9月13日（金）17時 特別講演
口演・示説

会　　員　3,300円
非 会 員　5,500円
看護学生　1,100円

県学会の目的・内容
会員の研究活動を通じて、情報交換と交流を図り、より良い看護実践を目指すことを目的とする。
※本学会プログラムは、令和6年7月下旬に秋田県看護協会公式ホームページに掲載する予定です。

第51回 秋田県看護学会　演題募集

【対象】　秋田県看護協会会員（令和6年度入会手続きを済ませた者）

演題受付期間

令和6年4月22日（月）～令和6年5月20日（月）

＊演題応募、論文投稿に必要な書類は、秋田県看護協会公式ホームページからダウンロードして下さい。

秋田県看護協会公式ホームページ　　https://www.akita-kango.or.jp

地域における看護研究支援

令和4年度までの依頼状況を鑑み、令和5年度より一時休止といたしました。会員の皆様からのご意見・要望がありま
したら（018－831－8020）事業部までご連絡下さい。
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日本看護協会委託事業「新型コロナなど新興感染症等に係る看護職員等確保事業」
令和 6 年度災害支援ナース養成研修 開催要項

１．災害支援ナース養成研修の目的　　
　災害支援ナース養成研修は、災害支援看護業務（※1）及び新興感染症支援看護業務（※2）に関する知識
及び技能を修得することを目的とする。

	 ※ 1災害支援看護業務とは、被災地の医療機関等に応援派遣されて実施する看護業務、救護所での診
療及び避難所での巡回診療における看護業務、避難所の環境整備及び公衆衛生管理、被災者の心
のケア等をいう。

	 ※ 2新興感染症支援看護業務とは、新興感染症が集中的に発生した医療機関等や新興感染症の感染拡
大地域に所在する医療機関等に応援派遣されて実施する看護業務等をいう。

２．受 講 方 法　　
1）オンデマンド研修（日本看護協会提供のeラーニング配信で受講）
2）オンデマンド研修終了者が、集合研修を受講する。

３．日 　 　 時　　オンデマンド研修（20時間）　　令和 6年 8月～10月集合研修前まで
＊受講者IDは受講決定時に通知します。
＊（旧）災害支援ナース登録者は、一部受講免除になります。
　対面による集合研修（2日間）　　　
　令和 6年10月16日（水曜日）　9:30 ～ 16:30、10月17日（木曜日）　9:30 ～ 15:30

４．受講対象者
	 ○災害及び新興感染症の発生時に他の医療機関に応援派遣されて、災害支援看護業務及び新興感染症支援

看護業務に従事することを目指す者
なお、勤務している医療機関において、災害及び新興感染症の発生時に他の医療機関等に応援派遣され
ることを予定されている方を優先的に研修対象として下さい。

	 注：所属施設のない者（潜在看護職）、医療機関以外に所属する者、現在当協会の災害支援ナース登録
者も受講の対象になりますが、上記が前提になることをご承知おきの上、お申込み下さい。

　○災害・感染症医療従事者として、秋田県行政、日本看護協会への情報提供に同意できる者

５．募 集 人 数　　60名程度

６．受 講 料　　無料　　

７．集合研修会場　　秋田県総合保健センター　 2階　大会議室
　（〒010‐0874　秋田市千秋久保田町6‐6）
　秋田大学医学部附属病院シミュレーション教育センター
　（〒010‐8543　秋田市広面蓮沼44‐2）

８．申 し 込 み
 に必要事項を記入し、8 月 2 日（金）17時までに、秋田県看護協会事業部に郵送して下さい。

	 送付先：〒010‐0874　秋田市千秋久保田町6‐6　公益社団法人秋田県看護協会　事業部
　　　※お申込み時の留意事項
　　　　・各医療機関は、看護管理者を申込代表者とした施設単位でのお申込みをして下さい。
　　　　・医療機関以外の場合は、部門長を代表とした施設単位でのお申込みをして下さい。
　　　　・所属施設がない場合は、個人単位でお申込み下さい。

９．受講決定及び通知　 8 月第 3 週目頃までに、申込み代表者宛に受講決定を通知します。

10．その他
	 1 ）eラーニング（オンデマンド研修：20時間）の学習方法は、受講決定通知時にお知らせします。

10月16日（水）の集合研修開催日前までに、各自でeラーニング受講を終えることが必要です。
2）研修修了基準に基づき、修了証書を発行します。

	 3 ）当協会は、研修修了者リスト作成し、日本看護協会及び秋田県行政の求めに応じて提出いたします
ことを予めご了承下さい。

専用申込書
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訪問看護師養成講習会開催要項

１．目　　　的　　
1）在宅ケアを必要とする人とその家族に対して質の高い看護を提供するために、地域の特性や生活状
況を踏まえた、訪問看護に必要な最新の知識・技術を習得する。

2）在宅ケアチームにおけるメンバーそれぞれの役割を認識し、関係機関との連携・調整を可能とする
訪問看護従事者の資質向上を図る。

２．教 育 期 間　　令和 6年 5月15日（水）～ 9月13日（金）　
　　　　　　　　　　
３．内　　　容　　時間： 9：00～16：00　＜実習はこの限りではない＞

講義：21日間　　
実習：訪問看護ステーション　 4日間
　　　特別養護老人ホーム、介護老人保健施設等　 1日間

４．受 講 要 件	 看護職の免許を有する者（准看護師は実務経験 5年以上の者）で、訪問看護を始めよう
とする者、訪問看護に従事している者、または訪問看護の知識・技術習得を目指す者。

５．募 集 人 数　　20名

６．会　　　場　　講義・演習：秋田県総合保健センター（ 5階第 1研修室）
　　　　　　秋田県社会福祉会館（ 9階第 1会議室）

実習：県内訪問看護ステーション、デイサービス事業所
　　　介護老人保健施設、特別養護老人ホーム　等

７．経　　　費　　受講料は無料　　
ただし、資料代として11,000円（税込）
テキスト・参考書代、実習時の賠償保険加入料などは自己負担

８．申 し 込 み	 専用申込書【訪問看護師養成講習会申込書】に必要事項を記入し、 4 月18日（木）17
時までに、秋田県看護協会事業部（訪問看護師養成講習会受講申込みと朱書きする）宛に
送付して下さい。

９．受講決定及び通知　 4 月26日（金）頃までに、申込み者に受講決定通知を送付します。

10．そ の 他　  
1 ）この講習会は秋田県からの委託事業である。
2）全日程出席者には、秋田県知事より訪問看護師養成講習会（基礎）修了証書を交付する。
3）履修期間は 1年を原則とする。

※訪問看護に関する最新の知識、技術を学び、自身の看護実践能力の向上につながることを目的に、各
教科目の公開講座を開講しております。1テーマの資料代は、500円（税込）となります。どうぞご
参加下さい。
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訪問看護師養成講習会日程表

令和6年2月29日現在
月 日 曜 9：00　　　～　　　12：00 13：00　　　～　　　16：00 会　　場

5

15 水 ＊＊＊ 開講式
（13時半～）

★秋田県の保健医療福祉の動向（14時～）
秋田県健康福祉部医務薬事課　担当者

5階
第1研修室

16 木 ★訪問看護概論・基本姿勢
NPO法人ホームホスピス秋田 理事長　中村　順子

5階
第1研修室

21 火 ★訪問看護過程
NPO法人ホームホスピス秋田 理事長　中村　順子

5階
第1研修室

23 木 ★利用者の特性と地域医療連携
訪問看護スケーションおおだてハチ公 訪問看護認定看護師　深澤　香織

5階
第1研修室

24 金 ★在宅ケアシステム論（在宅ケアシステム及びマネジメント）
NPO法人ホームホスピス秋田 理事長　中村　順子

5階
第1研修室

6

4 火 ★在宅ケアシステム論（在宅ケアシステム及びマネジメント）
NPO法人ホームホスピス秋田 理事長　中村　順子 ＊＊＊＊＊ 5階

第1研修室

5 水 ★訪問看護の実際と主治医との連携
秋田赤十字病院 患者支援センター 訪問看護認定看護師　鎌田　幸子

★ステーション運営の基礎知識
ケアプロ在宅医療株式会社 代表取締役　金坂　宇将

5階
第1研修室

6 木 ★生活支援としての住宅改修
M’s設計室 主宰　松橋　雅子

5階
第1研修室

17 月 ★コミュニケーション技術・面接技法
青森県立保健大学 教授　川内　規会

5階
第1研修室

20 木 ★がん及びがん患者の理解とケア
ホームホスピス秋田訪問看護ステーション がん看護専門看護師　福田　麻実

★精神障がい者の理解
秋田回生会病院 院長　松本　康宏

5階
第1研修室

21 金 ★フィジカルアセスメント
由利本荘医師会立由利本荘看護学校 訪問看護認定看護師　堀尾　朗子

5階
第1研修室

24 月 ★嚥下障害の理解と嚥下リハビリテーション／在宅での栄養療法
雄勝中央病院 摂食・嚥下障害看護認定看護師　前田　有紀子

5階
第1研修室

7

1 月 ★エンド・オブ・ライフケア
NPO法人ホームホスピス秋田 理事長　中村　順子

5階
第1研修室

3 水 ★急変時の対応
秋田赤十字病院　患者支援センター 訪問看護認定看護師　鎌田　幸子

★疾患や障害のある小児の看護
訪問看護ステーションあきた 看護師　中川　直美

5階
第1研修室

5 金 ★認知症の人の看護
介護老人保健施設あいぜん苑 ケア統括部長　安田　智代

★在宅医療の現状／排泄障害の理解とケア
仙北市西明寺診療所 所長　市川　晋一

5階
第1研修室

8 月 ★呼吸管理を必要とする療養者の理解と看護
秋田県立医療療育センター 慢性呼吸器疾患看護認定看護師　佐々木　正吾

5階
第1研修室

17 水 ★在宅での療養生活の支援（介護福祉用具／移動・移乗動作）（14時まで）
秋田県社会福祉協議会 地域福祉・生きがい振興部　工藤　恵子

★在宅酸素療法と在宅人工呼吸器及び機器管理（14時から）
帝人ヘルスケア㈱　相原　将志　㈱相場商店　渋谷　純子

秋田県社会福祉会館
9階第1会議室

18 木 ★リスクマネジメント（災害時対応含む）
訪問看護認定看護師　工藤　ゆき子

★在宅での服薬管理
㈲とりうみファーマシー 取締役　鳥海　良寛

5階
第1研修室

19 金 ★在宅リハビリテーション技術
大曲中通病院 作業療法士　宮田　信悦

5階
第1研修室

23 火 ★在宅での感染管理
訪問看護ステーションあきた 看護師　高橋　孝子

★難病の人の看護
訪問看護ステーションあきた 管理者　菊地　富貴子

5階
第1研修室

26 金
★スキンケア・スキン-テア　
社会医療法人正和会介護老人保健施設男鹿老健

皮膚・排泄ケア認定看護師　武田　美幸

★褥瘡予防とケア
大曲厚生医療センター

皮膚・排泄ケア認定看護師／がん看護専門看護師　飛澤　貴子

5階
第1研修室

8月中に実習　　（訪問看護ステーション：4日、デイサービス施設・介護老人保健施設等：1日）

8 30 金 実習の振り返り　9時～12時　＜演習支援＞
NPO法人ホームホスピス秋田 理事長　中村　順子 5階会議室

9 13 金 ＊＊＊＊＊ 訪問看護師養成講習会を受講しての学び発表 等
閉講式

5階
第1研修室

※公開講座は、受講料無料、資料代 1 テーマ 500円となります。	 ★ 公開講座
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訪問看護実践力向上研修開催要項

　目　　　的　　
　訪問看護に従事する看護職が、在宅の利用者に質の高い看護サービスを効率的・安定的に提供してい
くことができることを目指し、研修を行うとともに看護職間のネットワークづくりを図る。

Ⅰ　新任訪問看護師のための研修
　１．目　　標
　　　 1）訪問看護を取り巻く現状と社会制度の動向を理解できる。
　　　 2）訪問看護に従事する中での不安や疑問について、同じ立場の仲間と意見交換することで、解決の

一助につなげる。
　　　 3）訪問看護のやりがいや魅力を再発見し、自分のキャリア形成につなげる。
　２．受講対象：訪問看護ステーションに入職後 3年程度までの看護職　  
　３．開催日時：令和 6年 7月16日（火）13：30 ～ 16：30　
　４．会　　場：秋田県総合保健センター　 5階第 1研修室（〒010‐0874　秋田市千秋久保田町6‐6）
　５．定　　員：30名程度
　６．受 講 料：無　料
　７．申 し 込 み	  に必要事項を記入し、 5 月31日（金）17時までに、秋田県看護協会事業部

に送付して下さい。
　８．受講決定及び通知： 6 月中旬頃までに、申込み者に受講決定通知を送付します。
　９．研修内容

　 1）講  　 義「訪問看護を取り巻く社会制度の動向を知ろう」
　　　　　　　　講師：NPO法人ホームホスピス秋田　理事長　中村　順子
　 2）意見交換「私が訪問看護師として成長し続けるために」
　　　　　　　　訪問でドキッとしたこと、役に立ったと思った瞬間、自分の成長を実感したことなど

Ⅱ　医療的ケア児等の支援につながる研修
　１．目　　標
　　　 1）在宅で過ごす医療的ケア児が増えている中、訪問看護師に求められる配慮や支援について理解で

きる。
　　　 2）在宅で呼吸管理が必要な利用者に、安全で安心なケアを提供するための知識・技術を学ぶ。
　　　 3）秋田県内の医療的ケア児等の支援について、訪問看護師としての役割を考えることができる。
　２．受講対象：訪問看護ステーションや介護サービス施設・事業所に勤務している看護職、医療的ケア児

の看護に関わる者あるいは関心のある看護職等

※県南地区、中央地区の研修内容は同じです。お近くの会場にご参加下さい。
　３．受 講 料：無　料
　４．申 し 込 み	  に必要事項を記入し、 7 月26日（金）17時までに、秋田県看護協会事業部

に送付して下さい。
　５．受講決定及び通知： 8 月中旬頃までに、申込み者に受講決定通知を送付します。
　６．研修内容

　 1）講  　　 義 「地域で支えよう、医療的ケア児とその家族の理解」
　　　　　　　　　講師：秋田県医療的ケア児支援センター コラソン センター長　小田内　るり 他
　 2）講義・演習「呼吸管理が必要な利用者のフィジカルアセスメントと在宅人工呼吸器の取り扱い」
　　　　　　　　　講師：秋田県立医療療育センター　慢性呼吸器疾患看護認定看護師　佐々木　正吾

Ⅲ　その他
1 ）この研修は秋田県からの委託事業である。
2）各研修の所定時間数の 4／5以上の出席者には、研修修了証書を交付する。

申込書A

申込書A

開 催 日 時 会　　　場 定　　　員

9月11日（水）　13：30 ～ 16：30 横手セントラルホテル 30名程度

9月25日（水）　13：30 ～ 16：30 秋田県総合保健センター　2階第1研修
室 30名程度
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委託事業委託事業

訪問看護管理者研修開催要項
「訪問看護ステーションの経営管理」

１．目　　　的　　
　秋田県内の訪問看護ステーションにおける長期的なケアを担う組織の看護管理者にとって必要な基本
的知識・技術・態度の習得を目指す。

２．研 修 目 標　　
1）訪問看護ステーションの規模別による経営課題を理解できる。
2）自施設の経営理念の実現、事業の持続に必要な人材育成に関する理解を深める。

３．受 講 対 象
　訪問看護ステーション、および病院等医療機関の訪問看護部門の管理者、ならびに管理的業務に携わっ
ている者

４．開 催 期 間　　令和 6年10月12日（土）　9：30 ～ 15：30　

５．会　　　場　　秋田県総合保健センター　 5階第 1研修室（〒010‐0874　秋田市千秋久保田町6‐6）

６．定　　　員　　60名程度

７．受 講 料　　無料　　

８．申 し 込 み	 当協会ホームページの研修管理システムmanaable（マナブル）で 8 月 9 日（金）まで
お申込み下さい。

９．受講決定及び通知　 8 月下旬頃までに、申込み者に受講決定を通知します。

10．研 修 内 容

11．そ の 他
1 ）この研修は秋田県からの委託事業である。
2）全日程出席者には、研修修了証書を交付する。

時　　間 内　　容 講　　師

9：30 ～ 12：00 1 ）安定的な訪問看護ステーション経営をめざして
　　－規模別の経営課題と対応－

株式会社渡邉経営/
渡邉会計事務所
代表　渡邉　尚之

13：00 ～ 15：30 2 ）訪問看護ステーション運営に必要な職員の確保、育
成、定着に関する取り組み

ケアプロ在宅医療株式会社　
代表取締役　金坂　宇将
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委託事業委託事業

看護職員認知症対応力向上研修開催要項

１．目　　　的　　
　認知症の人と接する機会が多い看護職員に対し、医療機関等に入院から退院までのプロセスにそった
必要な基本知識や、個々の認知症の特徴等に対する実践的な対応力を習得し、同じ医療機関等の看護職
員に対し伝達をすることで、医療機関内等での認知症ケアの適切な実施とマネジメント体制の構築を目
的とする。

２．目　　　標
1 ）病院勤務の医療従事者向けに認知症に関する知識を普及することができる。
2）入院及び退院支援に必要なアセスメントを実施し、適切に院内外に連携することができる。
3）せん妄について、認知症との違いを理解し、特有の対応を適切に行うことができる。
4）各施設の実情に応じた認知症への対応方法を検討し、研修計画を作成することができる。　

３．開 催 期 間：令和 6年11月15日（金）
令和 6年11月18日（月）～ 11月20日（水）　　計3.5日間　

　　　　　　　　　　
４．場　　　所：秋田県総合保健センター　 5階第 1研修室

５．対　　　象
	 1 ）秋田県内の病院に勤務し、指導的役割を担っている看護職員であり、かつ自施設内の職員に対して

伝達講習が行える者。
2）全日程の研修受講が可能な者。

６．定　　　員：60人程度

７．内　　　容：別表「看護職員認知症対応力向上研修（標準的）カリキュラム」

８．受　講　料：無料

９．申 し 込 み
1 ）10月 4 日（金）　17時まで
2）当協会ホームページの研修管理システムmanaable（マナブル）からお申込み下さい。
3）問い合わせ先
　　〒010－0874　秋田市千秋久保田町6－6　
　　　　　　　　  公益社団法人秋田県看護協会　事業部宛
4）10月下旬頃までに、申込み者に受講決定を通知します。　

　
10．修了証の交付等　  
	 1 ）本研修は、厚生労働省が定める「認知症対応力向上研修事業実施要項」に基づいて実施される看護

職員認知症対応力向上研修事業です。
2）研修の全日程を受講した者に、秋田県知事より修了証を交付します。
3）秋田県は、修了書番号、修了年月日、氏名、生年月日等を記入した名簿を作成･管理します。

	 4 ）秋田県は、認知症者及びその家族等の受診の利便性に資する為、研修修了者の同意を得た上で、研
修修了者リストを作成し、地域包括支援センターへの配布や県のホームページに掲載します。

11．そ の 他　  
本研修は診療報酬加算に対応した研修に該当しております。
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委託事業委託事業

看護職員認知症対応力向上研修（標準的）カリキュラム

研　修　内　容

Ⅰ
認知症に関する

知識

講義
（180分）

ねらい 認知症患者の入院から退院までのプロセスに沿って、認知症の原因疾患の病態・特徴
等の基本知識を習得する

到達目標
１．病院における認知症患者の現状や課題を理解し、修了後の役割を理解する
２．実践対応力の前提となる認知症の原因疾患の主な症状や特徴を理解する
３．認知症の人を支える施策・制度及び社会資源等を理解する

主な内容

意義と役割
・研修の意義とカリキュラム構成・意図　　・一般病院等での認知症の現状と課題
・病院及び修了者の役割
認知症の病態論
・認知症の原因疾患の特徴（病態）　　・認知症機能障害と行動・心理症状（BPSD）
・認知症と鑑別が必要な他の疾患　　　・せん妄の特徴や症状
・認知症の薬物療法・非薬物的対応　　・若年性認知症の特徴
・認知症の重症化予防
施策・社会資源等
・認知症施策推進大綱・地域包括ケアシステム
・認知症の人への支援の仕組み（社会資源）

Ⅱ
認知症看護の
実践対応力

講義
（330分）
演習

（120分）

ねらい 認知症の人を理解し、より実践的な対応力（アセスメント、看護方法・技術、院内外
の連携等）を習得する

到達目標

１．認知症・認知症の人（入院患者）及び対応の原則について理解する
２．認知症の症状・特徴を踏まえた基本的な対応（アセスメント、看護、環境調整等）
を行うことができる

３．病棟等における実践的な対応（チーム対応、院内外の連携、介護者支援等）を行
うことができる

主な内容

認知症の人の理解
・認知症の人の世界観（心理）・症状の理解
・認知症の入院患者に対する看護の基本原則（パーソン・センタード・ケア）
・認知症の人とのコミュニケーションの技術・工夫
実践対応力Ⅰ
・アセスメントの視点とツールの活用　　・認知機能障害への対応
・BPSDの要因や症状の理解と基本的な対応
・認知症患者の身体管理・症状経過を踏まえた対応
・せん妄の対応　　・退院後を視野に入れた対応
【演習】BPSD・せん妄への対応の事例検討（要因の検討とケアについて）

主な内容

実践対応力Ⅱ
・病棟等におけるチームケアの意義　　・院内の多職種連携の実際
・倫理的課題と意思決定支援・権利擁護等
・身体拘束の原則・例外、最小化の具体例・代替案
・介護者・家族支援
・社会資源の役割や地域連携（入退院支援、在宅医療・介護連携）
【演習】身体拘束への対応の事例検討（チーム・連携による対応）

Ⅲ
体制構築・
人材育成

講義
（90分）
演習

（300分）

ねらい 病棟等における認知症ケア体制（院内・地域）の構築及びスタッフ育成・教育等の知
識と技法を習得する

到達目標

１．病院・病棟の課題を把握し、体制等の実情に応じて、病院・病棟や地域単位で認
知症ケアに取り組む体制の構築を考えることができる

２．自施設において看護職員向けの認知症対応力向上研修を企画・実施し、継続学習
を含むスタッフ育成計画を立てることができる

主な内容

認知症ケア体制構築
・病院・病棟全体で取り組む重要性　　・体制構築に向けた具体的な取り組み
【演習】自施設の課題整理と改善に向けた方策
（課題整理から行動計画立案（認知症ケアの体制整備）まで）

スタッフ育成・教育
・スタッフ育成の目標設定　　・認知症研修の企画立案・研修実施のポイント
・研修の効果測定と受講後のフォローアップ
【演習】認知症研修の企画立案と研修評価・フォローアップの検討
（研修実施に加え、研修後の評価や受講者フォローアップまで）

※令和5年度から新カリキュラムになりました。
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委託事業委託事業

病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研修開催要項

１．目　　　的　　
　診療所や訪問看護ステーション等、日頃地域で高齢者等と関わることの多い看護師等の認知症対応力
を向上し、認知症の早期発見・早期対応のための地域のネットワークの構築の推進を図る。

２．開　催　日：令和 6年 7月24日（水）13：30 ～ 16：30、 7 月25日（木）13：30 ～ 16：30
※ 2 回開催しますので、ご希望の受講日で申込み下さい。

　　　　　　　　　　
３．場　　　所：公益社団法人秋田県看護協会　 5階第 1研修室

４．対　　　象
	 1 ）秋田県内の病院以外に勤務する看護職員、歯科衛生士等の医療従事者
	 　＊病院勤務以外とは、診療所、歯科診療所、訪問看護ステーション、介護サービス施設・事業所をいう。

2）病院の外来に勤務する看護職員
3）所定の研修時間を受講可能な者

５．定　　　員：各50人程度

６．研 修 内 容：講義「医療従事者として必要な認知症の人に係る基礎知識・連携等の習得」
　　　　　　　  講師：特別養護老人ホーム真森苑　看護師長　認知症看護認定看護師　高橋　芳枝

７．受　講　料：無料

８．申 し 込 み
1 ）令和 6年 5 月 8 日（水）　17時まで必着

	 2 ）所定の専用申込書に必要事項を記入の上、郵送によりお申込み下さい。
3）申込み・問い合わせ先
　　〒010－0874　秋田市千秋久保田町6－6　
　　　　　　　　  公益社団法人秋田県看護協会　事業部宛
4） 6月上旬頃までに、受講決定通知を送付します。　

　
９．修了証の交付等　  
	 1 ）本研修は、厚生労働省が定める「認知症地域医療支援事業実施要綱」に基づいて実施される病院以

外の看護師等認知症対応力向上研修事業です。
2）所定の研修時間を受講した者に、秋田県知事より修了証を交付します。
3）秋田県は、修了書番号、修了年月日、氏名、生年月日等を記入した名簿を作成･管理します。

主な内容

1）基本的知識　 ・研修目的・意義　・認知症とは　・認知症の危険因子・予防

2）地域における実践 ・認知症ケアの基本（本人視点の重視等）　・意思決定支援
・認知症の人とのコミュニケーションの基本
・アセスメントのポイント　・BPSDへの対応の基本
・家族・介護者への支援　・多職種連携の意義と実際

3）社会資源等 ・認知症施策の全体像　・認知症の人への支援の仕組
・認知症の人への支援に関する主な制度等
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委託事業委託事業

IHEAT（アイヒート）研修開催要項

＊用語の定義　　
◎IHEAT（Infectious disease Health Emergency Assistance Team）
　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号）に規定する新型
インフルエンザ等感染症等に係る発生等の公表が行われた場合にその他の健康危機が発生した場合（以
下「健康危機発生時」という。）において外部の専門職を有効に活用することを目的とし、健康危機発
生時に地域における保健師等の専門職が保健所等の業務を支援する仕組み。
◎IHEAT要員
　IHEATに登録し、保健所等への支援の要請を受ける旨の承諾をした外部の専門職のこと。主に感染
症まん延時における積極的疫学調査等の業務を行うが、当該業務に関する助言や組織マネジメント等の
業務を行う場合もある。

１．研 修 目 標　　
1）感染症等の健康危機に関する基本的な知識を習得する。

	 2 ）事例を用いた積極的疫学調査ロールプレイングの実践をとおして、積極的疫学調査を実施するスキ
ルの習得と調査に求められる姿勢・態度について理解を深める。

２．研修プログラム

３．受 講 方 法
	 1 ）一般財団法人日本公衆衛生協会IHEAT.JP提供のeラーニングを受講する（自己学習）

2）eラーニング受講修了者が、集合研修を受講する（秋田県看護協会　5階第 1研修室）

４．受 講 料：無料

５．受講対象者
	 ○秋田県に居住している、または在職しているIHEAT名簿登録者
	 ○秋田県および秋田市への情報提供に同意できる方

６．募 集 人 数：30名程度

＊研修開催日時、お申込み方法等の詳細は、新年度に入りましたら当協会公式ホームページに掲載する予定
です。

時　　間 内　　　　　容

9：30 ～ 10：30
講義
1）秋田県における新型インフルエンザ等感染症等に係る発生等の健康危機管理体制
について

2）秋田県内での保健所支援の基本事項について

10：40 ～ 12：00

演習
ロールプレイングのオリエンテーション
・目標の確認
・ロールプレイングの内容確認
・積極的疫学調査のデモンストレーション

13：00 ～ 13：40
13：40 ～ 13：55

演習
1）ロールプレイング　事例 1「積極的疫学調査」
2）ロールプレイング　事例 1　リフレクション

14：05 ～ 14：55
14：55 ～ 15：05

演習
1）ロールプレイング　事例 2「積極的疫学調査」
2）ロールプレイング　事例 2　リフレクション

15：05 ～ 15：30 振り返りの全体共有・質疑応答
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在宅医療看護職育成支援事業

感染対策リーダー看護師育成研修開催要項

１．目　　　的　　
　自施設において感染対策を実践・推進できるリーダー看護師を育成する。

２．目　　　標　　
1）施設内の感染対策の基本を踏まえ、必要な知識・技術を習得できる。
2）自施設の感染管理上の問題を明らかにすることができる。
3）自施設での感染症発生時にリーダーシップをとることができる。
4）自施設の課題に対応した感染対策を実践することができる。

３．開 催 期 間　　令和 6年 6月～ 7月　計2.5日間　（13時間）

４．受 講 対 象　　下記の条件 1）～ 4）を満たしていること。
1）看護師免許取得後、実務経験が 5年以上ある者
2）自施設の感染管理に関心があり、感染対策の活動を期待されている者
3）感染管理認定看護師が在籍していない医療機関及び介護老人保健施設、特別養護老人ホーム、ショー
トステイに勤務する者

4）全日程の研修受講が可能であること

５．定  　　 員　　30名

６．会   　　場　　秋田県総合保健センター　 2階第 1研修室

７．受 講 料　　無料

８．申 し 込 み	  に必要事項を記入し、 4月26日（金）必着で郵送して下さい。

９．受講決定及び通知　 5 月中旬頃までに、申込み者に受講決定通知を送付します。

10．プログラム　　

11．そ の 他　  
全日程出席者には、研修修了証書を交付する。

専用申込書

開催日程 研　　修　　内　　容 講師

6月11日（火）
9：30 ～ 15：30

 基礎編 　（講義・演習）
基本的な感染対策の知識・技術を学ぶ
1）感染症の基礎知識
2）標準予防策

感染管理認定看護師　
羽後町立羽後病院
真田　麻美

6月26日（水）
9：30 ～ 15：30

 応用編 　（講義・演習）
標準予防策を理解した上で現場に即した感染対策を考える
1）感染経路別予防策
2）事例検討

感染管理認定看護師　
能代厚生医療センター
菅原　俊子

7月4日（木）
13：00 ～ 16：00

 実践編 　（講義・演習）
感染対策リーダーとして感染対策を推進する方法を理解する
1）感染対策リーダー看護師の役割
2）各施設の感染対策の実践に向けた計画立案

感染管理認定看護師　
国立病院機構あきた病院
泉　幸江

研修終了後
3ヶ月程度 立案した計画を基に自施設での感染対策を実践して、報告書を提出する
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准看護師のためのキャリアアップ支援研修〔JNAオンデマンド研修128〕開催要項

１．目　　　的　　
　県内の病院・介護福祉施設等の准看護師を対象に看護師資格取得のための進学を支援し、
医療・介護に必要な知識や技術を学び、看護実践への活用を図る。

２．目　　　標　　
1）看護師免許資格取得のための進学に関する情報を得ることができる。
2）感染予防の基本的な知識を理解し、自施設での看護実践への活用方法を学ぶ。

３．開 催 日　　令和 6年 8月28日（水）9：30 ～ 15：30（5時間）

４．対　　　象　　病院・介護福祉施設等に勤務する准看護師

５．定　　　員　　30名程度

６．会　　　場　　秋田県総合保健センター　 5階第 1研修室（〒010‐0874　秋田市千秋久保田町6‐6）

７．受 講 料　　無料

８．申 し 込 み	  に必要事項を記入し、 7 月12日（金）17時までに、秋田県看護協会事業部
にFAX（018－831－8023）または郵送して下さい。

９．受講決定及び通知　 7 月下旬頃までに、申込み者に受講決定通知を送付します。

10．プ ロ グ ラム

11．そ の 他　  
本研修は、秋田県の在宅医療推進支援事業に基づいた事業です。

申込書A

時　　間 内　　　　　容 担　当　・　講　師

8：45 ～ 9：30
9：25 ～ 9：30

受　付
オリエンテーション 秋田県看護協会　研修担当

9：30 ～ 10：45

11：00 ～ 11：30

11：30 ～ 12：00

講　義：進学支援の実際［Web］
キャリアデザイン、看護師養成教育内容、
奨学金制度、放送大学の説明等について

事例紹介：進学体験談 

情報交換・質疑応答

学校法人栴檀学園
東北福祉看護学校
教務主任　小野寺　敏江　

本荘第一病院
看護師　野口　千代美

12：00 ～ 13：00 昼　休　憩

13：00 ～ 13：50 講　義：日本看護協会インターネット配信研修　視聴
　　　「感染予防の基本2023」

日本看護協会
インターネット配信研修

14：00 ～ 15：00

15：00 ～ 15：30

講　義：感染予防策について
　　　　感染者発生時の初期対応について

演　習：自施設での環境整備について意見交換

秋田大学医学部附属病院
感染管理認定看護師　　
石川　陽子

令和 3 年度 介護福祉施設 研修講師派遣 事業開催要項 

  
秋田県在宅医療看護職育成支援事業 

 

目 的：県内の介護福祉施設等を対象に認定看護師を講師として派遣することにより、各施

設のケアニーズにあった知識や技術の習得を支援する。 

※認定看護師の分野別研修内容は別紙 1 をご参照ください。 
 
派 遣 先：介護福祉施設 
 
実施時期：令和 3 年 6 月 1 日～12 月 11 日の期間（原則平日とし、土・日・祝日を除く） 

※新型コロナウイルス感染症拡大状況により、開催日の延期・中止になることもありま
すので、ご了承ください。 

 
事業内容：【時間】10：00～19：00 のうち 90 分程度 

【内容】研修形式の講義、演習など 
【対象】看護職員、介護職員等の施設職員 
【受講料】無料 

 
申込方法：研修は 1 テーマにつき 1 枚の専用申込書に必要事項をご記入の上、 

○月○日（○）17 時までに FAX（018-8318023）にてお申込み下さい。 
※申込分野は地区によって異なりますので、ホームページ等でご確認下さい。 
※講師のご都合等にてご希望に添えない場合もありますので、ご了承下さい。 

 
決定通知：研修講師派遣決定通知は、研修担当者に通知いたします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問合せ先：秋田県看護協会 事業部 
☎ 018-831-8020  FAX 018-831-8023 

【研修運営の流れ】 

 

 

施設 

（研修担当者） 

秋田県看護協会 ①申込 ②連絡 

講師 

（認定看護師） 

③講師のマッチング 

・担当者から講師に直接ご連絡をお願いいた
します。 

・以降、講師と担当者間で事前打合せを行い、
受講施設のニーズにあった研修等の開催を
お願いいたします。（研修内容、研修形態、開
催日時、準備物、会場、駐車場等の詳細事項
について） 

④研修運営（受講施設・講師） 

【受講施設】 
・研修資料の印刷（自己負担） 
・会場準備、当日運営 
【研修講師】 
・配布資料データを受講施設へ事前送信 
・講義内容のデータ持参 

秋田県看護協会  ⑥報告書提出 
⑤報告書・ 

アンケート提出 
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介護福祉施設等研修講師派遣事業開催要項

１．目　　　的	
　県内の介護福祉施設等を対象に認定看護師を講師として派遣することにより、各施設のケアニーズに
あった知識や技術の習得を支援する。

２．派 遣 先　　介護福祉施設、訪問看護ステーション等　30施設程度

３．実 施 時 期　　令和 6年 9月 2日～12月 6日の期間（原則平日とし、土・日・祝日を除く）

４．事 業 内 容　　【時　間】10：00～19：00のうち90分程度
【内　容】研修形式の講義、演習など
【対　象】看護職員、介護職員等の施設職員
【受講料】無料

５．申 し 込 み
　研修は 1テーマにつき 1枚の専用申込書に必要事項をご記入の上、 7月 8日（月）17時までにFAX
（018‐831‐8023）にてお申込み下さい。
※申込分野は地区によって異なりますので、ホームページ等でご確認下さい。
※講師のご都合等にてご希望に添えない場合もありますので、ご了承下さい。

６．決 定 通 知　　研修講師派遣決定通知は、研修担当者に送付します。

７．留 意 事 項
　決定通知後の開催日について、災害や感染症等拡大、講師の都合等やむを得ない場合を除き、原則日
程変更はできませんので、ご了承下さい。

令和 3 年度 介護福祉施設 研修講師派遣 事業開催要項 

  
秋田県在宅医療看護職育成支援事業 

 

目 的：県内の介護福祉施設等を対象に認定看護師を講師として派遣することにより、各施

設のケアニーズにあった知識や技術の習得を支援する。 

※認定看護師の分野別研修内容は別紙 1 をご参照ください。 
 
派 遣 先：介護福祉施設 
 
実施時期：令和 3 年 6 月 1 日～12 月 11 日の期間（原則平日とし、土・日・祝日を除く） 

※新型コロナウイルス感染症拡大状況により、開催日の延期・中止になることもありま
すので、ご了承ください。 

 
事業内容：【時間】10：00～19：00 のうち 90 分程度 

【内容】研修形式の講義、演習など 
【対象】看護職員、介護職員等の施設職員 
【受講料】無料 

 
申込方法：研修は 1 テーマにつき 1 枚の専用申込書に必要事項をご記入の上、 

○月○日（○）17 時までに FAX（018-8318023）にてお申込み下さい。 
※申込分野は地区によって異なりますので、ホームページ等でご確認下さい。 
※講師のご都合等にてご希望に添えない場合もありますので、ご了承下さい。 

 
決定通知：研修講師派遣決定通知は、研修担当者に通知いたします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問合せ先：秋田県看護協会 事業部 
☎ 018-831-8020  FAX 018-831-8023 

【研修運営の流れ】 

 

 

施設 

（研修担当者） 

秋田県看護協会 ①申込 ②連絡 

講師 

（認定看護師） 

③講師のマッチング 

・担当者から講師に直接ご連絡をお願いいた
します。 

・以降、講師と担当者間で事前打合せを行い、
受講施設のニーズにあった研修等の開催を
お願いいたします。（研修内容、研修形態、開
催日時、準備物、会場、駐車場等の詳細事項
について） 

④研修運営（受講施設・講師） 

【受講施設】 
・研修資料の印刷（自己負担） 
・会場準備、当日運営 
【研修講師】 
・配布資料データを受講施設へ事前送信 
・講義内容のデータ持参 

秋田県看護協会  ⑥報告書提出 
⑤報告書・ 

アンケート提出 



22￨ 教 育 計 画

在宅医療看護職育成支援事業

退院支援看護師養成研修開催要項

１．目　　　的　　
　退院支援・退院調整における看護の役割を理解し、在宅療養に向けて入院患者の意向を踏まえ、地域
の関係機関と連携してネットワーク形成を図り、円滑な退院支援を行うことができる看護師を養成する。

２．目　　　標　　
1）退院支援・退院調整が求められる背景について理解できる。
2）退院調整に必要な制度や具体的な社会資源の活用方法について理解できる。
3）患者の入院から退院までのプロセスに沿って、退院支援・退院調整に必要な基礎的知識を習得する。
4）上記 1）～ 3）を統合し、自施設での事例検討を行う。そして、自己の課題を明らかにし、自施設
で退院支援に関する実践計画を立案できる。

３．開 催 期 間　　令和 6年 9月～10月（講義・演習：2.5日間）　

４．受 講 対 象　　下記の条件 1）、2）を満たしていること。
1）看護師免許取得後、実務経験が通算 5年以上ある者
2）医療機関で入退院支援・調整に係る看護職

５．定　　   員　　60名

６．会　　　場　　秋田県総合保健センター　 2階大会議室（〒010‐0874　秋田市千秋久保田町6‐6）

７．受 講 料　　無料　　

８．申 し 込 み	 当協会ホームページの研修管理システムmanaable（マナブル）からお申込み下さい。

９．受講決定及び通知　 8 月上旬頃までに、申込み者に受講決定を通知します。

10．プログラム

11．その他
　全日程出席者には、研修修了証書を交付する。

開催日時 研修内容 講　　師

9月3日（火）
9：30 ～ 16：00

【講義、演習】
1. 退院支援・退院調整の基礎
2. 退院支援・退院調整の実際
3. 事例アセスメントと実施計画立案

秋田大学大学院医学系研究科
准教授　長岡　真希子

9月4日（水）
9：30 ～ 15：30

【講義、演習】
「退院支援・調整看護のためのファシリテー
ション」

秋田大学大学院医学系研究科
助教　藤田　智恵

10月29日（火）
13：00 ～ 16：00

【演習】
1. 自施設の退院支援・調整の現状と課題
2. 自施設での実践に向けたアクションプラン
の発表

秋田大学大学院医学系研究科
准教授　長岡　真希子
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認定看護管理者教育課程ファーストレベル・サードレベル募集要項

教育理念
　多様なヘルスケアニーズを持つ個人、家族及び地域住民に対して、質の高い看護サービスを提供するこ
とをめざし、一定の基準に基づいた看護管理者を育成する体制を整え、看護管理者の資質と看護の水準の
維持及び向上に寄与することにより、保健医療福祉に貢献する。

教育課程 ファーストレベル サードレベル

教育目的

看護専門職として必要な管理に関する基本的知
識・技術・態度を習得する。

多様なヘルスケアニーズを持つ個人・家族・地
域住民及び社会に対して、質の高い組織的看護
サービスを提供するために必要な知識・技術・
態度を習得する。

到達目標

1. ヘルスケアシステムの構造と現状を理解でき
る。

2. 組織的看護サービス提供上の諸問題を客観的
に分析できる。

3. 看護管理者の役割と活動を理解し、これから
の看護管理者のあり方を考察できる。

1. 保健医療福祉の政策動向を理解し、それらが
看護管理に与える影響を考えることができる。

2. 社会が求めるヘルスケアサービスを提供する
ために、看護現場の現状を分析し、データ化
して提示することができる。

3. 経営管理の視点に立ったマネジメントが展開
できる。

受講要件

1）日本国の看護師免許を有する者。
2）看護師免許を取得後、実務経験が通算 5年以
上ある者。

3）管理的業務に関心がある者。

1）日本国の看護師免許を有する者。
2）看護師免許を取得後、実務経験が通算 5年以
上ある者。

3）認定看護管理者教育課程セカンドレベルを修
了している者。または、看護部長相当の職位
にある者、もしくは副看護部長相当の職位に
1年以上就いている者。

教科目・時間数

教科目（時間） 時間数 教科目（時間） 時間数

ヘルスケアシステム論Ⅰ 15 ヘルスケアシステム論Ⅲ 30

組織管理論Ⅰ 15 組織管理論Ⅲ 30

人材管理Ⅰ 30 人材管理Ⅲ 18

資源管理Ⅰ 15 資源管理Ⅲ 30

質管理Ⅰ 15 質管理Ⅲ 30

統合演習Ⅰ 18 統合演習Ⅲ 45

総時間数 108 総時間数 183

授業形態 対面授業を基本としますが、災害（台風・豪雨）等の状況によっては遠隔授業に変更することがあ
ることをご了承下さい。

修了要件等

1）修了要件
認定看護管理者カリキュラム基準に定める全教科目の修得をもって認定看護管理者教育課程の
修了とする。教科目の修得とは、以下の各項目を満たした場合をいう。
（1）各教科目の所定の時間数の4/5 以上の出席がある。
（2）各教科目のレポート評価が「C」以上であること。
　　　  評価基準：Ａ：80～100点、　Ｂ：70～79点、　Ｃ : 60～69点、　Ｄ: 59点以下　　　　　　　　　　　　　　　
2）秋田県看護協会認定看護管理者教育運営委員会において、修了要件に基づき修了審査を行う。
3）修了者には、秋田県看護協会会長名で修了証書を交付する。

定　　員 60名 20名

開催期間 令和 6年 5月27日（月）～ 7月29日（月） 令和 6年 9月 3日（火）～ 11月26日（火）
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教育課程 ファーストレベル サードレベル

受 講 料
（消費税込）

秋田県看護協会　会　員　 99,000円
秋田県看護協会　非会員　148,500円

修了審査料　　11,000円
再審査料　　　 3,300円

秋田県看護協会　会　員　242,000円
秋田県看護協会　非会員　363,000円

修了審査料　　33,000円
再審査料　　　 3,300円

※納付についての詳細及び必要書類は、受講決定通知とともに送付します。
※納入後の受講料は返金いたしません。

申込み期日 令和 6年 4月12日（金）17時必着 令和 6年 5月24日（金）17時必着

教育課程 ファーストレベル サードレベル

受講決定通知 選考の結果は個人宛に通知する 選考の結果は個人宛に通知する

提出書類

1. 受講申込書（専用申込書）
2. 看護師免許証の写し
　（A4サイズに縮小コピー）

1. 受講申込書（専用申込書）
2. セカンドレベル修了者は修了証の写し
3. 看護部長相当の職位にある者、もしくは副看
護部長相当の職位に 1年以上就いている者は
勤務証明書　

4. 小論文：地域における自施設の役割を明確に
し、ヘルスケアサービス提供上の課題と組織
的に改善すべき点について看護部のトップマ
ネジャーの立場でテーマをつけて述べて下さ
い。小論文の様式は、次ページを参照

5. 看護師免許証の写し（A4サイズに縮小コピー）

選考方法

1. 選考基準に従い、秋田県看護協会認定看護管
理者教育運営委員会で審議し決定する。

2. 申込書類が整っている。
3. 受講申込み者数が定員を超えた場合は、「受講
動機」の内容を参考にする。

4. 会員・非会員の別は、受講者選考に影響しない。

1. 選考基準に従い、秋田県看護協会認定看護管
理者教育運営委員会で審議し決定する。

2. 申込書類が整っている。
3. 小論文は、評価基準を満たしていること。
4. 会員・非会員の別は、受講者選考に影響しない。

＜小論文評価基準＞

申込方法 専用申込書「認定看護管理者教育課程」に必要事項を記入し、秋田県看護協会教育担当者に郵送す
る（ファーストレベルまたはサードレベル受講申込と朱書きする）。

郵送先 〒010－0874　秋田市千秋久保田町6－6
公益社団法人秋田県看護協会　認定看護管理者教育課程教育担当者 宛

問合せ先 公益社団法人秋田県看護協会
事業部　TEL：018－831－8020（直通）

項　　目 評　価　の　視　点
課題の理解 1．テーマと内容が一致している。

2．テーマの理解ができている。
思考力 1．自施設の課題が客観的に述べら

れている。
2．自施設の展望が客観的に述べら
れている。

論述力 1．論理的な文章構成である。
2．所定の形式に沿って記述されて
いる。

3．誤字・脱字などがなく表記に誤
りがない。

様式・文章の
適切性

1．指示された様式に沿って書かれ
ている。

2．言葉の用い方、表現、文章が適
切である。

【個人情報保護の取り扱い】
＊本会の個人情報保護規定に基づき、個人情報の取得・利用を適切に行います。本研修申込みで得た情報は研修会に伴う書類作成・発
送に用い、この利用目的の範囲を超えて個人情報を取り扱うことはいたしません。もし、この範囲を超える場合は、本人の同意を得
た上で取り扱います。
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提出書類（サードレベル）小論文様式

＜原稿規定＞
□　パソコンの文書作成ソフト（Word等）で作成する。
□　A4用紙1枚　縦長　横書き　1200字～1600字（表紙不要）
□　書式設定：本文は1行40文字×40行　フォントはMS明朝体10.5ポイント
　　　　　　　余白　上下：20mm　左右 : 20mm
□　本文の前に右寄せで施設名・氏名を記載する
□　本文終わりに括弧書き（　）で本文の文字数を記載する。
※図、表は使用しない。参考文献・引用文献の記載は不要。

小論文「テーマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
施設名　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1行空ける
　（本文）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。（文字数を記載）
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ファーストレベル教育課程科目及び講師
令和6年2月29日現在

教科目 時間 単元 教育内容 講師 時間

ヘルスケア…
システム論Ⅰ 15

社会保障制度概論 ・社会保障制度の体系
・社会保障の関連法規

NPO法人ホームホスピス秋田
理事長　中村　順子 6

保健医療福祉サービスの提供体制
・保健医療福祉制度の体系
地域包括ケアシステム
地域共生社会

ヘルスケアサービスにおける
看護の役割

・看看連携
・看護の社会的責務と業務基準
　看護関連法規
　倫理綱領
　看護業務基準

東京医療保健大学和歌山看護学部
教授　南部　泰士

※Zoom
6

・地域連携における看護職の役割
・保健医療福祉関連職種の理解

秋田県健康福祉部長寿社会課長
　　　〃  　　医務薬事課人材対策室長 3

組織管理論Ⅰ 15

組織マネジメント概論 ・組織マネジメントに関する基礎知識
・看護管理の基礎知識

平鹿総合病院
看護部長　信太　喜代子 6

秋田県看護協会
専務理事　吹谷　由美子 3

看護管理における倫理 ・看護実践における倫理的課題
・倫理的意思決定への支援

岩手保健医療大学
臨床倫理研究センター長
清水　哲郎

6

人材管理Ⅰ 30

労務管理の基礎知識

・労働法規　　・就業規則
・雇用形態　　・勤務体制
・ワークライフバランス・ハラスメント
防止
・健康管理（メンタルヘルスを含む）

加藤看護師社労士事務所
加藤　明子 9

看護チームのマネジメント

・チームマネジメント
・リーダーシップとメンバーシップ
・コミュニケーション
・ファシリテーション

秋田大学大学院
医学系研究科保健学専攻
教授　米山　奈奈子

6

・看護ケア提供方式
・准看護師への指示と業務
・看護補助者の活用

秋田赤十字病院
副看護部長　三浦　範子 6

人材育成の基礎知識
・成人学習の原理
・役割理論
・動機づけ理論
・人材育成の方法

元藤沢市教育文化センター
主任研究員　目黒　悟 9

資源管理Ⅰ 15

経営資源と管理の基礎知識
・診療・介護報酬制度の理解
・経営指標の理解
・看護活動の経済的効果

県立循環器・脳脊髄センター
看護部長　佐々木　美和子 6

看護実践における情報管理
・医療・看護情報の種類と特徴

東北医科薬科大学　医学部
医療情報学教室　
教授　大佐賀　敦

6

・情報管理における倫理的課題
　（情報リテラシー）

秋田大学医学部附属病院　
看護師長　門間　文 3

質管理Ⅰ 15 看護サービスの質管理

・サービスの基本概念
・看護サービスの質評価と改善
・看護サービスと記録

JCHO秋田病院
看護部長　東　美奈子　 9

・看護サービスの安全管理 能代厚生医療センター
看護副部長　櫻庭　優子 6

統合演習Ⅰ 15 演習 ・学習内容を踏まえ、受講者が取り組む
課題を明確にし、対応策を立案する。

認定看護管理者
佐藤　ひとみ
（能代厚生医療センター）
佐々木　志のぶ
（秋田大学医学部附属病院）
清水　富士子
（秋田赤十字病院）
虻川　桂子
（大曲厚生医療センター）
奥澤　律子
（中通総合病院）
櫻井　史子
（JCHO秋田病院）

18

教科目時間数：105時間（実時間数：108時間）

特別講義 　　　　看護の動向から政治を考える
～現場から政策につなげる体制づくり～

秋田県看護連盟　
会長　草彅　真子 3
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認定看護管理者教育課程

ファーストレベル日程表
令和6年2月29日現在

月　日 曜日
教　　科　　目 講師名（敬称略）

午前9：00 ～ 12：00 午後13：00 ～ 16：00 午前 午後

5

27 月 開講式　・オリエンテーション　　ヒューマンネットワーク 専任教員

28 火 ヘルスケアシステム論Ⅰ 中村　順子

29 水 組織管理論Ⅰ ヘルスケアシステム論Ⅰ 吹谷由美子 秋田県
健康福祉部

30 木 ヘルスケアシステム論Ⅰ　※Zoomオンライン研修 南部　泰士

31 金 組織管理論Ⅰ 清水　哲郎

6

10 月 ＊＊＊＊＊ 人材管理Ⅰ ＊＊＊＊＊ 目黒　悟

11 火 人材管理Ⅰ 目黒　悟

12 水 人材管理Ⅰ 加藤　明子

13 木 人材管理Ⅰ 資源管理Ⅰ 加藤　明子 門間　文

14 金 組織管理論Ⅰ 信太　喜代子

25 火 人材管理Ⅰ 三浦　範子

26 水 人材管理Ⅰ 米山　奈奈子

27 木 質管理Ⅰ 櫻庭　優子

28 金 資源管理Ⅰ 大佐賀　敦

7

9 火 資源管理Ⅰ 佐々木　美和子

10 水 質管理Ⅰ 東　美奈子

11 木 質管理Ⅰ 特別講義 東　美奈子 草彅　真子

12 金 統合演習Ⅰ 演習支援者

22 月 統合演習Ⅰ 演習支援者

29 月 統合演習Ⅰ 演習支援者

教科に関連する一般教育研修の紹介（詳細は教育計画一覧を参照し、各自でお申込み下さい。）

月日　曜日 時間 研修テーマ

6/8 土 1日 正しく読み解き、看護実践に活かす研究論文クリティーク

6/9 日 1日 プレゼンテーションを成功させたい！
　～視聴者に伝わる魅力的なプレゼンテーションスキル～

8/24 土 1日 「ケアの意味を見つめる事例研究」から学ぶ
　～看護実践の意味を見つめる手法を学び、事例検討に活用しよう！～

9/6 金 1日 コロナ禍を過ごした新人・若手看護師の育成
　～臨床経験をその人の成長につなげるために～ ※（AM講師）Zoom

9/27 金 半日 心理的安全性の正しい理解から始めよう
　～看護現場のチーム・パフォーマンス向上のために～　※（講師）Zoom
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認定看護管理者教育課程

サードレベル教育課程科目及び講師
令和6年2月29日現在

教科目 時間 単元 教育内容 講師名 時間

ヘルスケア
システム論Ⅲ 30

社会保障制度・政策の動向
・社会保障の将来ビジョン
・グローバルな視点から見た保健医療福祉
　WHOの活動、国連SDGs等

山形大学大学院医学系研究科
医療政策学講座　教授　村上　正泰
★公開講座

6

看護制度・政策の動向

・看護制度の変遷と政策
・看護政策に関する審議会・検討会
・制度変化に伴う看護管理への影響と対応
・看護戦略とパワーの活用
・職能団体による政策への影響力

公益社団法人　日本看護協会　
会長　高橋　弘枝　　　　　　　
★公開講座

6

ヘルスケアサービスの創造

・ヘルスケアサービスのマーケティング
・社会的企業（ソーシャルエンタープライズ）
・NGO、NPOのヘルスケアサービス
・地域連携を基盤としたヘルスケアサービ
ス

・在宅におけるヘルスケアサービス
・ヘルスケアサービスのシステム構築
・看護事業の開発と起業
・テクノロジーの活用

慶應義塾大学看護医療学部
准教授　小池　智子　　　※Zoom 6

NPO法人ホームホスピス秋田
理事長　中村　順子 6

株式会社デザインケア
代表取締役　藤野　泰平 6

組織管理論Ⅲ 30
組織デザインと組織運営

・組織のデザイン
・組織間ネットワークのデザイン
・地域連携ネットワークのデザイン
・組織運営に必要な能力
・経営者に求められる役割と必要な能力
・組織戦略とパワーの活用
・経営者としての成長と熟練
・ダイバーシティ

株式会社サフィール
代表取締役　河野　秀一 12

多摩大学大学院　客員教授
多摩大学医療・介護ソリューション研究所
副所長　石井　富美

6

株式会社デザインケア
代表取締役　藤野　泰平 6

看護管理における倫理 ・組織における倫理的課題
・倫理的課題に対する組織的対応

岩手保健医療大学
臨床倫理研究センター長　清水　哲郎 6

人材管理Ⅲ 15

社会システムと労務管理

・賃金制度
・労働関係法規の最新の動向
・建設的な労使関係の構築
・ハラスメントの組織的対応
・能力評価のためのシステムの構築
・人事考課
・人材フローのマネジメント

加藤看護師社労士事務所
加藤　明子
★公開講座

6

東京医療保健大学　東が丘看護学部
教授　中島　美津子
★公開講座

6

看護管理者の育成 ・看護管理者の能力開発、活用
東京医療保健大学　東が丘看護学部
教授　中島　美津子
★公開講座

6

資源管理Ⅲ 30

経営戦略

・医療経営の特徴と課題
・戦略策定
・医療施設、介護福祉施設、訪問看護
　ステーション等の経営の特徴と課題

山口大学　経済学部
教授　角田　由佳
★公開講座

6

ケアプロ株式会社　　　
代表取締役社長　川添　高志 6

社会福祉法人いずみ会リンデンバウムいずみ
施設長　豊嶋　直美 6

財務管理
・財務会計
・管理会計
・資金管理

聖路加国際大学
法人事務局長　渡辺　明良 6

組織的情報管理
・関連法規の遵守
・地域における情報共有・活用

東京医療保健大学　医療保健学部
医療情報学科　教授　瀬戸　僚馬
★公開講座

6

質管理Ⅲ 30

経営と質管理

・医療・看護の質とデータ活用
・ガバナンスとアカウンタビリティ
・第三者評価

山梨県立大学看護学部
教授　鄭　佳紅　　　　　　　　　　　　　　　 6

聖路加国際病院
看護部長　鈴木　千晴 6

組織の安全管理

・安全文化の醸成
・医療事故防止のための組織的対策
・危機管理

岩手医科大学附属病院
医療安全管理部長　肥田　圭介
★公開講座

6

工学院大学建築学部
教授　筧　淳夫 6

国際医療福祉大学大学院
教授　石井　美恵子
★公開講座

6

統合演習Ⅲ 45

演習 ・学習内容を踏まえ、受講者自身が演習内
容を企画し実施する。

専任教員　
認定看護管理者教育運営委員

39

実習
・経営の実際を学ぶための実習を受講者自
身が企画し実施する。

　　シャドウイング等
6

教科目時間数：180時間（実時間数：183時間）
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認定看護管理者教育課程

サードレベル日程表　
令和6年2月29日現在

月　日 曜日
教　　科　　目 講師名（敬称略）

午前9：00 ～ 12：00 午後13：00 ～ 16：00 午前 午後

9

3 火 開講式　・オリエンテーション　　 ヒューマン・ネットワークの構築 専任教員

4 水 ★ヘルスケアシステム論Ⅲ 村上　正泰

6 金 ヘルスケアシステム論Ⅲ 中村　順子

7 土 ★ヘルスケアシステム論Ⅲ（10時～16時） 高橋　弘枝

9 月 質管理Ⅲ 鄭　佳紅

10 火 ★資源管理Ⅲ 瀬戸　僚馬

19 木 ヘルスケアシステム論Ⅲ 藤野　泰平

20 金 組織管理論Ⅲ 藤野　泰平

21 土 組織管理論Ⅲ 石井　富美

25 水 組織管理論Ⅲ 河野　秀一

26 木 組織管理論Ⅲ 河野　秀一

27 金 組織管理論Ⅲ 清水　哲郎

28 土 ★人材管理Ⅲ 中島　美津子

29 日 ★人材管理Ⅲ 中島　美津子

10

2 水 ヘルスケアシステム論Ⅲ　※Zoom 小池　智子

3 木 資源管理Ⅲ 豊嶋　直美

4 金 ★人材管理Ⅱ 加藤　明子

［インターバル ：10月5日～10月19日］

1日　　　　　　　　　　　　　　
（6時間） 統合演習Ⅲ　－実習－

［後半 ： 10月20日～11月26日］

10

20 日 資源管理Ⅲ 渡辺　明良

21 月 資源管理Ⅲ 川添　高志

22 火 統合演習Ⅲ ＊＊＊＊＊ 専任教員 ＊＊＊＊＊

24 木 質管理Ⅲ 鈴木　千晴

25 金 ★資源管理Ⅲ 角田　由佳

28 月 ★質管理Ⅲ 石井　美恵子

29 火 質管理Ⅲ 筧　淳夫

30 水 ★質管理Ⅲ 肥田　圭介

31 木 統合演習Ⅲ 演習支援者

11

5 火 統合演習Ⅲ 演習支援者

8 金 統合演習Ⅲ 演習支援者

12 火 統合演習Ⅲ 演習支援者

22 金 統合演習Ⅲ 演習支援者

26 火 統合演習Ⅲ 演習支援者

★公開講座
＊講師の都合により、講義日程が変更となることがあります。
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職能・常任委員会主催事業　　※研修管理システムmanaable（マナブル）よりお申込み下さい。参加費は無料です。

開催日時 テーマ・事業名 主な内容 会場 申込
締切

8/8 
（木）

13:00
～16:00

全世代の健康を支えるビジョ
ンを描こう
～新任期の保健師・助産師・
看護師に向け～

●新任期の集いの場（研修会）

【目　的】
新任期の保健師・助産師・看護師の交流促進を図ることで、課題解決力
を高め日々の活動に活かす。
・講演　テーマ「全世代の健康を支えるビジョンを描こう」
【講師等】　国際医療福祉大学　副大学院長・教授　福井　トシ子
【対　象】　おおむね5年以内の保健師・助産師・看護師60名

保健センター
2階
第1研修室

7/25
（木）

10/11 
（金）

13:30
～16:00

ハラスメント対策について
～相談事例を通して～

●医療・看護安全委員会
　リスクマネージャー交流会

【目　的】
相談事例を通して、ハラスメントに適切応じる体制を支援する機会とす
る。
自施設で抱えている問題点や課題を共有し、解決方法を学ぶことができ
る。
他施設の安全対策や取り組みを共有し、自施設で実践できる。
【講師等】　厚生労働省 秋田労働局
【対　象】　病院・施設などで働く医療安全専従・兼任者、リスクマネー

ジャー、委員会担当者（会員・非会員）40名

保健センター
5階
第1研修室

9/27
（金）

11/7 
（木）

10:00 
～14:30

今こそアドバンス助産師にな
ろう

●助産師職能集会

【目　的】
CLoCMiPレベルⅢを認証された「アドバンス助産師」の役割と「自律
して助産ケアを提供できること」を再認識する機会とする。
CLoCMiPレベルⅢ認証申請者の増加を図る。
【講師等】　日本助産評価機構
【対　象】　助産師他20名

保健センター
5階
第1研修室

10/25
（金）

11/8 
（金）

13:00 
～16:00

看護のさらなる専門性の発揮
に資するタスク・シフト/シェ
アの取り組みの現状と課題

●看護師職能Ⅰ集会

【目　的】
医師の働き方改革に関連したタスク・シフト/シェアがどのように行わ
れているのか、その中で看護の専門性が発揮されている実態を情報共有
することで自施設での課題解決の一助とする。
【講師等】　公益社団法人秋田県看護協会　専務理事
　　　　　　事例発表3名
【対　象】　病院看護師（主任相当以上）、准看護師（会員・非会員）

50名

保健センター
2階
第1研修室

10/25
（金）

11/14
（木）

13:00
～16:00

「事例から学ぶ意思決定支援
と家族ケア」
～うまくいかなかった事例・
困難事例からの学び～

●看護師職能Ⅱ集会

【目　的】
在宅・福祉施設領域で働く専門職の相互理解と交流の場とする。
実践的な事例の実際から、現場レベルで意思決定支援と家族ケアについ
て学ぶ場とする。
【講師等】　事例提供5名
【対　象】　在宅・福祉施設領域（訪問看護・介護施設・診療所・地域

包括支援センター等）看護職及び看護管理者（会員・非会
員）30名

保健センター
2階
第1研修室

10/31
（木）

11/21 
（木）

13:00 
～16:00

ヘルシーワークプレイス推進
研修
～看護職が働き続けられる職
場をめざして～

●看護労働環境改善委員会
　看護職員の労働安全衛生研修

【目　的】
お互いを理解し、ともに長く働き続けるために、適応障害・大人の発達
障害について学ぶ。
・講演　テーマ「適応障害・大人の発達障害の状況が理解でき支援に繋

げる～ Part2 ～」
【講師等】　秋田赤十字病院　臨床心理士・公認心理師　丸山　真理子
【対　象】　病院・施設などで働く看護職の方（会員・非会員）50名

保健センター
5階
第1研修室

11/7
（木）

11/27 
（水）

13:00 
～16:00

新保健師活動指針をどう現場
に活かすか

●保健師職能集会

【目　的】
改訂になった保健師活動指針を読み解き、改めて保健師活動とはを考え
るきっかけとする。
交流・情報交換を含めて、保健師活動の基本に立ち返ってもらう機会と
する。
【講師等】　公益社団法人日本看護協会 保健師職能委員
【対　象】　保健師他（会員・非会員）30名（ZOOM参加可能）

保健センター
5階
第1研修室

11/13
（水）

1/24 
（水）

13:00 
～16:00

新任期保健師の交流会

●新任期保健師の集いの場
　（交流会）

【目　的】
新任期保健師の交流促進を図ることで、課題解決力を高め日々の保健活
動に活かす。
・情報交換
【講師等】　保健師職能委員
【対　象】　おおむね5年以内の保健師（会員・非会員）20名

保健センター
5階
第1研修室

1/10
（水）

※詳細が決まり次第、「看護あきた」7月発刊及び10月発刊で、ご案内いたします。
※公益社団法人秋田県看護協会公式ホームページでも掲載する予定です。　https://www.akita-kango.or.jp　をご覧下さい。

職能・常任委員会主催事業
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図書利用

１．秋田県看護協会図書室の役割
　秋田県看護協会会員、職員、会長の許可を得た者等を対象に、研修や看護研究等に必要な資料の情報提
供をしています。また、利用者相互の情報交換の場として利用いただいております。

２．書籍数
1 ）所蔵図書　･･･　約3,900冊
2 ）所蔵雑誌　･･･　所蔵タイトル数：国内雑誌18誌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．所蔵収集範囲
　看護分野および周辺領域

４．書籍の分類方法
　日本看護協会看護図書分類法（初版）

５．開室日・時間
1 ）月曜日～金曜日（休日は除く）9：00～17：00
2 ）看護センターを会場に研修会を開催している日は曜日を問わず利用可能です。
　　※会議や図書整理等がある場合は、利用時間の変更及び休室いたします。

６．利用者　　　　
　秋田県看護協会会員、職員、会長の許可を得た者等

７．利用方法
1 ）入室手続き　
事務局職員に声をかけて下さい。
入室の際は、図書室入口付近にある   に必要事項を必ず記入して下さい。

2）閲　覧　　　
図書・雑誌は自由に閲覧できます。取り出した資料は必ず元の場所に戻して下さい。

3）貸　出　　　
雑誌・禁帯出資料は貸出できませんので、ご了承下さい。
貸出の際は登録手続き（図書貸出簿への記載）が必要です。事務局職員に声をかけて下さい。　
※冊数･･･ 2 冊まで　　　期限･･･ 2 週間以内
※DVD、CD-ROM等の貸出本数と期限も上記と同様です。　　　　　　　　　

4）返　却
事務局に直接返却し、   に必要事項を記入して下さい。

5）延　長
再手続きをして 1週間延長できます。

6）パソコンによる文献検索について
※図書室に設置してあるパソコンで検索できます。詳しい操作方法は遠慮なくお尋ね下さい。
※プリントする場合、 1枚につき10円徴収いたします。

7）複写機の使用について
※図書室に複写機を設置してありますので、ご利用下さい。
※コピーの際は、 1枚につき10円徴収いたします。

8）図書室内でのマナー
※図書室での飲食は禁じています。ご協力願います。
※図書･雑誌への書き込み、ページを折る等の行為はお止め下さい。
※携帯電話等のアラームを発するものは入室前に電源をお切り下さい。

秋田県看護協会図書室
― 利　用　案　内 ―

図書室利用カード

図書貸出用紙
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図書利用
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『申 込 書』様 式 集

　以降に研修会等の「申込書」をまとめてあります。

①対応する「申込書」は、必要数コピーしてご利用下さい。

②各用紙の記載項目は、事務処理上必要なものですので、記入漏れのないようにお願いし

ます。

❖　 …秋田県看護協会研修会申込書（受講決定通知）

❖　 …（ポイントを使用して受講する方専用申込書）
　　　　　　 　秋田県看護協会研修会申込書（受講決定通知）

❖　 …新人研修専用申込書（受講決定通知）

❖　

*訪問看護師養成講習会

*訪問看護師養成講習会　公開講座

*病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研修

*災害支援ナース養成研修

*感染対策リーダー看護師育成研修

*認定看護管理者教育課程ファーストレベル・サードレベル

*認定看護管理者教育課程勤務証明書

※上記、申込様式は、秋田県看護協会公式ホームページからも、ダウンロードできます。
※申込用紙に記入する施設No.は、次ページをご参照いただくか、キャリナースの会員情
報画面に表記されていますので、そちらを確認してご記入願います。

申込書A

申込書B

申込書C

専用申込書

教 育 計 画 ￨33
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会員施設ナンバー一覧

施設№ 施設名 施設№ 施設名
0103 小坂町保健センター 5078 社会福祉法人老人保健施設 遊心苑 
0201 北秋田地域振興局 大館福祉環境部 5080 訪問看護いずみ 
0301 北秋田地域振興局 鷹巣阿仁福祉環境部 5083 医療法人久盛会 老人保健施設　三楽園
0401 山本地域振興局 福祉環境部 5084 井川町診療所 
0501 秋田地域振興局 福祉環境部 5093 老人保健施設 山盛苑 
0510 秋田市役所 5094 御野場訪問看護ステーション 
0513 潟上市役所 5097 介護老人保健施設 かみの里 
0523 秋田魁新報社 5100 医療法人惇慧会 外旭川訪問看護ステーション
0551 男鹿市役所 5107 リンデンバウムいずみ 
0556 秋田県総務部 人事課 5114 介護老人保健施設 ふれ愛の里 
0560 秋田県健康福祉部　福祉政策課 5116 並木クリニック 
0561 秋田県子ども・女性・障害者相談センター 5120 訪問看護ステーション あきた 
0601 由利地域振興局 福祉環境部 5132 笠松病院 
0701 仙北地域振興局 福祉環境部 5137 稲庭クリニック 
0714 仙北市役所 5138 城東整形外科 
0901 雄勝地域振興局 福祉環境部 5140 医療法人淞秋会 おのば腎泌尿器科クリニック
1001 かづの厚生病院 5152 日本赤十字秋田看護大学 
1002 大湯リハビリ温泉病院 5154 秋田県立医療療育センター 
1003 医療法人春生会　大里医院 5167 訪問看護ステーション 幸 
1004 鹿角中央病院 5169 ななかまどの街訪問看護ステーション 
1005 介護老人保健施設いこいの里 5170 パリケアあきた訪問看護ステーション 
2001 大館市立総合病院 5172 社会医療法人　正和会 
2002 秋田労災病院 5173 国際教養大学 
2003 介護医療院　西大館病院 5174 グループホーム　赤とんぼ 
2004 大館市立扇田病院 5176 あきたレディースクリニック安田 
2005 医療法人健永会　大館記念病院 5178 あきた腎・膠原病・リウマチクリニック 
2009 秋田看護福祉大学 5180 神眼科クリニック 
2010 訪問看護ステーションおおだてハチ公 5181 秋田県看護連盟 
2013 大館訪問看護ステーション 5183 訪問看護ステーション心音 
2014 介護老人保健施設 大館園 5184 虹の街　看護小規模多機能　いずみ 
2017 医療法人 和成会 今井病院 5188 きららアーバンパレス 
3016 特別養護老人ホーム　杉風荘 5190 障害者支援施設　桐ヶ丘 
3029 北秋田市民病院 5191 ＳＯＭＰＯケア秋田旭川　訪問看護 
3032 北秋田市社協訪問看護ステーション 5192 らいく　訪問看護ステーション 
3034 訪問看護ステーションはあと 5193 ちば小児科アレルギークリニック 
4001 能代厚生医療センター 5194 ホームホスピス秋田訪問看護ステーション 
4002 地域医療機構 秋田病院 6001 由利組合総合病院 
4003 能代山本医師会病院 6003 由利本荘医師会病院 
4009 森岳温泉病院 6005 医療法人 青嵐会 本荘第一病院 
4016 医療法人 京回生会 京病院 6006 医療法人 佐藤病院 
4026 秋田しらかみ看護学院 6010 独立行政法人 国立病院機構あきた病院
4028 能代山本訪問看護ステーション 6020 医療法人 青嵐会 介護老人保健施設グランドファミリー西目

4033 介護老人保健施設　やかた 6021 菅原病院 
4039 訪問看護リハビリステーション　わかば 6033 由利本荘医師会立由利本荘看護学校 
5001 秋田大学医学部附属病院 6036 にかほ市国民健康保険 小出診療所
5003 秋田赤十字病院 7001 大曲厚生医療センター 
5004 秋田厚生医療センター 7002 大曲中通病院 
5005 地方独立行政法人 市立秋田総合病院 7003 花園病院 
5006 秋田県立循環器・脳脊髄センター 7006 市立角館総合病院 
5013 秋田大学大学院医学系研究科 保健学専攻 7008 市立田沢湖病院 
5015 公益社団法人 秋田県看護協会 7010 協和病院 
5016 社会医療法人 明和会 中通総合病院 7011 特別養護老人ホーム 真昼荘 
5017 中通リハビリテーション病院 7013 介護老人保健施設 八乙女荘
5018 中通高等看護学院 7016 市立大曲病院 
5022 秋田市医師会立秋田看護学校 7024 仙北訪問看護ステーション 
5024 医療法人惇彗会 外旭川病院 7026 秋田県立リハビリテーション 精神医療センター
5028 御野場病院 7038 介護老人保健施設 杏授苑 
5037 男鹿みなと市民病院 7040 特別養護老人ホーム真森苑 
5038 仁政会杉山病院 7048 くしま産婦人科医院 
5039 湖東厚生病院 7053 グループホーム角館 
5040 藤原記念病院 8001 平鹿総合病院 
5048 今村病院 8002 市立横手病院 
5050 介護老人保健施設 ニコニコ苑 8004 市立大森病院 
5052 秋田緑ヶ丘病院 8010 横手興生病院 
5055 土崎病院 8031 秋田県立衛生看護学院 
5057 中通訪問看護ステーション 8035 すずらん訪問看護ステーション横手 
5059 秋田回生会病院 9001 雄勝中央病院 
5060 日本赤十字社 秋田県支部 9002 池田産婦人科医院 
5064 山王胃腸科 9008 町立羽後病院 
5069 加藤病院 9021 介護老人保健施設 照隅苑 
5070 小泉病院 9030 いなかわ福祉会 スマイルケアみつなし
5076 老人保健施設 あいぜん苑 

2024年１月14日現在の会員施設です。施設ナンバーが分からない場合は事務局へお問合せ下さい。
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公益社団法人　秋田県看護協会

申込日：令和6年　　　　　月　　　　　日

　研修No.
　申込受付日
　協協会会使使用用欄欄

　開催日 月 日 /
　施設No. □入力済

〶

TEL：

FAX：

□□保保 □□助助 職職位位：：

☑☑看看 □□准准 備備考考：：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□会　 員
□非会員

□10年未満
□10～20年
□21年以上

No.　　　　　　        

秋田県看護協会研修会申込書
□受講決定通知

①　申込みは太太枠枠内内にに記記入入漏漏れれががなないいよよううにに記記載載し、該該当当すするるととこころろにに☑☑して下さい。

②　申込書は該当年度の教育計画冊子の様式をコピー、またはホームページよりダウンロードしてご使用下さい。

③　研修会、受講者に関する連連絡絡はは、、全全てて申申込込代代表表者者ににいいたたししまますす（（個個人人申申込込みみをを除除くく））のでご協力お願いします。

　　 ※事前キャンセル等のご連絡も申込代表者の方がご連絡下さい。

 研修テーマ：

協会記入欄
受講可否

施設内
優先
順位

県 協 会
個 人 会 員 No.

ふりがな

 施設名：

□施設住所

□自宅住所

※施設または自宅住所に☑をつけて下さい。

会　　　員
非会員別

職能

申　込
代表者

連絡部署
申込担当者職位
□看護部長　 □副看護部長
□看護師長　 □副看護師長
□係長･主任  □スタッフ
□その他　(　　　　　　　　　　　）

氏　   名

受講希望者名
実務経験
年　   数

申込必要事項記入
※職位のない方はスタッフと記入

研研修修申申込込みみにに関関ししててのの承承諾諾　　※※ごご承承諾諾事事項項にに☑☑ををつつけけてて下下ささいい。。

　□　やむを得ない事情が発生した場合、研修の中止または日程・講義形態の変更があることについて承諾しました。

　□　研修を遠隔講義（Zoom）で実施することについて承諾しました。

　□　申込時の会員・非会員でチェックしました。

☑☑1100年年未未満満
□□1100～～2200年年
□□2211年年以以上上

ススタタッッフフ

3
□会　 員
□非会員

□10年未満
□10～20年
□21年以上

可 ・ 否 2
□会　 員
□非会員

□10年未満
□10～20年
□21年以上

可 ・ 否 -
【【記記入入例例】】
001122334455 秋秋田田

あ き た

　　花花子子
は な こ ☑☑会会　　  員員

□□非非会会員員

可 ・ 否 1

可 ・ 否 4
□会　 員
□非会員

□10年未満
□10～20年
□21年以上

可 ・ 否

可 ・ 否 5
□会　 員
□非会員

□10年未満
□10～20年
□21年以上

可 ・ 否 6
□会　 員
□非会員

□10年未満
□10～20年
□21年以上

可 ・ 否 7
□会　 員
□非会員

□10年未満
□10～20年
□21年以上

※個人情報の取り扱い… 本研修申込みで得た個人情報は、研修会に伴う書類作成・発送に用い、この利用目的の範囲を超えて個人情報を取り扱う
ことはありません。

※どちらかに☑をつけて下さい。　他の施設でキャンセルが出た場合は連絡を　（□希望する　　□希望しない）

可 ・ 否 8
□会　 員
□非会員

□10年未満
□10～20年
□21年以上

申込書 A

送付先・お問い合わせ先 秋田県看護協会 事業部

〒010-0874 秋田市千秋久保田町6-6 FAX：018-831-8023 （事業部直通）

公益社団法人　秋田県看護協会

申込書A
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公益社団法人　秋田県看護協会

申込書B

申込日：令和6年　　　　　月　　　　　日

　　  （（ポポイインントトをを使使用用ししてて受受講講すするる方方専専用用申申込込書書））

　研修No.
　申込受付日
　協協会会使使用用欄欄

　開催日 月 日 /
　施設No. □入力済

〶

□□保保 □□助助 職職位位：：

☑☑看看 □□准准 備備考考：：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

※個人情報の取り扱い… 本研修申込みで得た個人情報は、研修会に伴う書類作成・発送に用い、この利用目的の範囲を超えて個人情報を取り扱うこと
はありません。

※どちらかに☑をつけて下さい。　他の施設でキャンセルが出た場合は連絡を　（□希望する　　□希望しない）

可 ・ 否 3
□10年未満
□10～20年
□21年以上

可 ・ 否 2
□10年未満
□10～20年
□21年以上

□10年未満
□10～20年
□21年以上

申込必要事項記入
※職位のない方はスタッフと記入受講希望者名

実務経験
年　   数

ススタタッッフフ

連絡部署

申　 込
代表者

申込担当者職位
TEL：

FAX：
氏　   名

ふりがな

 施設名：

□施設住所

□自宅住所

※施設または自宅住所に☑をつけて下さい。

　　 ※事前キャンセル等のご連絡も申込代表者の方がご連絡下さい。

研修テーマ：

③　研修会、受講者に関する連連絡絡はは、、全全てて申申込込代代表表者者ににいいたたししまますす（（個個人人申申込込みみをを除除くく））のでご協力お願いします。

No.　　　　　　        

秋田県看護協会研修会申込書
□受講決定通知

①　申込みは太太枠枠内内にに記記入入漏漏れれががなないいよよううにに記記載載し、該該当当すするるととこころろにに☑☑して下さい。

②　申込書は該当年度の教育計画冊子の様式をコピー、またはホームページよりダウンロードしてご使用下さい。

□看護部長 □副看護部長

□看護師長

□係長・主任

□副看護師長

□スタッフ

□その他（　　　　　　　　　　　　）

研研修修申申込込みみにに関関ししててのの承承諾諾　　※※ごご承承諾諾事事項項にに☑☑ををつつけけてて下下ささいい。。

　□　やむを得ない事情が発生した場合、研修の中止または日程・講義形態の変更があることについて承諾しました。

　□　研修を遠隔講義（Zoom）で実施することについて承諾しました。

001122334455可 ・ 否 記記入入例例 秋秋田田
あきた

　　花花子子
はなこ

☑☑1100年年未未満満
□□1100～～2200年年
□□2211年年以以上上

協会記入欄
受講可否

施設内
優先
順位

県 協 会
個 人 会 員 No.

ふりがな

職能

可 ・ 否 1

申込書 B

この申込用紙は、秋秋田田県県看看護護協協会会のの会会員員で、平成29年4月1日より開始

した会員特典の「研研修修応応援援ポポイインントトカカーードド」」でで貯貯めめたたポポイインントトをを使使用用

ししてて受受講講すするる方方専専用用のの申申込込様様式式となります。

☆10ポイントで一般教育研修会の半日研修が無料で受講できます。

☆20ポイント（半日研修で使用しいたポイントを含めて）で一般教育研修会、

公開講座の1日研修が無料で受講できます。

受講当日は、受受付付ににてて「「研研修修応応援援ポポイインントトカカーードド」」のの提提示示がが必必要要と
なりますので、ご持参願います。

ポポイインントトをを使使用用ししてて受受講講さされれるる方方ととはは……？？

（（見見本本））

送付先・お問い合わせ先 秋田県看護協会 事業部

〒010-0874 秋田市千秋久保田町6-6 FAX：018-831-8023 （事業部直通）

公益社団法人　秋田県看護協会

申込日：令和5年　　　　　月　　　　　日

　　  （（ポポイインントトをを使使用用ししてて受受講講すするる方方専専用用申申込込書書））

　研修No.
　申込受付日
　協協会会使使用用欄欄

　開催日 月 日 /
　施設No. □入力済

〶

□□保保 □□助助 職職位位：：

☑☑看看 □□准准 備備考考：：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

□保 □助 職位：

□看 □准 備考：

研研修修申申込込みみにに関関ししててのの承承諾諾　　※※ごご承承諾諾事事項項にに☑☑ををつつけけてて下下ささいい。。

　□　新型コロナウイルス感染症の感染状況により、研修の中止または内容変更があることについて承諾しました。

　□　研修を遠隔講義（Zoom）で実施することについて承諾しました。

001122334455可 ・ 否 記記入入例例 秋秋田田
あきた

　　花花子子
はなこ

☑☑1100年年未未満満
□□1100～～2200年年
□□2211年年以以上上

協会記入欄
受講可否

施設内
優先
順位

県 協 会
個 人 会 員 No.

ふりがな

職能

可 ・ 否 1

□看護部長 □副看護部長

□看護師長

□係長・主任

□副看護師長

□スタッフ

□その他（　　　　　　　　　　　　）

③　研修会、受講者に関する連連絡絡はは、、全全てて申申込込代代表表者者ににいいたたししまますす（（個個人人申申込込みみをを除除くく））のでご協力お願いします。

No.　　　　　　        

秋田県看護協会研修会申込書
□受講決定通知

①　申込みは太太枠枠内内にに記記入入漏漏れれががなないいよよううにに記記載載し、該該当当すするるととこころろにに☑☑して下さい。

②　申込書は該当年度の教育計画冊子の様式をコピー、またはホームページよりダウンロードしてご使用下さい。

　　 ※事前キャンセル等のご連絡も申込代表者の方がご連絡下さい。

研修テーマ：

 施設名：

□施設住所

□自宅住所

※施設または自宅住所に☑をつけて下さい。

連絡部署

申　 込
代表者

申込担当者職位
TEL：

FAX：
氏　   名

ふりがな

□10年未満
□10～20年
□21年以上

申込必要事項記入
※職位のない方はスタッフと記入受講希望者名

実務経験
年　   数

ススタタッッフフ

可 ・ 否 2
□10年未満
□10～20年
□21年以上

※個人情報の取り扱い… 本研修申込みで得た個人情報は、研修会に伴う書類作成・発送に用い、この利用目的の範囲を超えて個人情報を取り扱うこと
はありません。

※どちらかに☑をつけて下さい。　他の施設でキャンセルが出た場合は連絡を　（□希望する　　□希望しない）

可 ・ 否 3
□10年未満
□10～20年
□21年以上

申込書 B

この申込用紙は、秋秋田田県県看看護護協協会会のの会会員員で、平成29年4月1日より開始

した会員特典の「研研修修応応援援ポポイインントトカカーードド」」でで貯貯めめたたポポイインントトをを使使用用

ししてて受受講講すするる方方専専用用のの申申込込様様式式となります。

☆10ポイントで一般教育研修会の半日研修が無料で受講できます。

☆20ポイント（半日研修で使用しいたポイントを含めて）で一般教育研修会、

公開講座の1日研修が無料で受講できます。

受講当日は、受受付付ににてて「「研研修修応応援援ポポイインントトカカーードド」」のの提提示示がが必必要要と
なりますので、ご持参願います。

ポポイインントトをを使使用用ししてて受受講講さされれるる方方ととはは……？？

（（見見本本））

送付先・お問い合わせ先 秋田県看護協会 事業部教育研修係

〒010-0874 秋田市千秋久保田町6-6 FAX：018-831-8023 （事業部直通）

公益社団法人　秋田県看護協会
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申込書C

申込日：令和6年　　　　　月　　　　　日

　申込受付日
　協協会会使使用用欄欄

/
　施設No. □入力済

〶

TEL：

FAX：

□□保保 □□助助

☑☑看看 □□准准

□保 □助 納入予定・済

□看 □准

□保 □助 納入予定・済

□看 □准

□保 □助 納入予定・済

□看 □准

□保 □助 納入予定・済

□看 □准

□保 □助 納入予定・済

□看 □准

□保 □助 納入予定・済

□看 □准

□保 □助 納入予定・済

□看 □准

□保 □助 納入予定・済

□看 □准

□施設住所

□自宅住所

※施設または自宅住所に☑をつけて下さい。

会　　　員
非会員別

職能

申　込
代表者

連絡部署
申込担当者職位
□看護部長　 □副看護部長
□看護師長　 □副看護師長
□係長･主任  □スタッフ
□その他　(　　　　　　　　　　　）

氏　   名

受講希望者名

可 ・ 否 1
□会　 員
□会員手続中
□非会員

心の緊張をほぐそう！

～自分と相手の気持ちを大事にするアサーティブ・コミュニケーション～

 施設名：

令令和和66年年99月月納納入入予予定定・・済済

口口座座引引落落

実務経験
年　   数

協会費納入予定
（会員手続中の方のみ記入）

研研修修申申込込みみにに関関ししててのの承承諾諾

　□　やむを得ない事情が発生した場合、研修の中止または日程・講義形態の変更があることについて承諾しました。

　□　研修を遠隔講義（Zoom）で実施することについて承諾しました。

協会記入欄
受講可否

施設内
優先
順位

県 協 会
個 人 会 員 No.

ふりがな

☑☑11年年未未満満
□□11～～22年年以以内内
□□33年年以以上上

可 ・ 否 -
【【記記入入例例】】
001122334455 秋秋田田

あ き た

　　花花子子
は な こ □□会会　　  員員

☑☑会会員員手手続続中中
□□非非会会員員

011

No.　　　　　　        

新新人人研研修修専専用用申申込込書書　　□□受受講講決決定定通通知知

①　申込みは太太枠枠内内にに記記入入漏漏れれががなないいよよううにに記記載載し、該該当当すするるととこころろにに☑☑して下さい。

②　申込書は該当年度の教育計画冊子の様式をコピー、またはホームページよりダウンロードしてご使用下さい。

③　研修会、受講者に関する連連絡絡はは、、全全てて申申込込代代表表者者ににいいたたししまますす（（個個人人申申込込みみをを除除くく））のでご協力お願いします。

　　 ※事前キャンセル等のご連絡も申込代表者の方がご連絡下さい。

□1年未満
□1～2年以内
□3年以上

可 ・ 否 4
□会　 員
□会員手続中
□非会員

□1年未満
□1～2年以内
□3年以上

可 ・ 否 3
□会　 員
□会員手続中
□非会員

□1年未満
□1～2年以内
□3年以上

可 ・ 否 2
□会　 員
□会員手続中
□非会員

□1年未満
□1～2年以内
□3年以上

□会　 員
□会員手続中
□非会員

□1年未満
□1～2年以内
□3年以上

可 ・ 否 5
□会　 員
□会員手続中
□非会員

□1年未満
□1～2年以内
□3年以上

可 ・ 否 6

※どちらかに☑をつけて下さい。　他の施設でキャンセルが出た場合は連絡を　（□希望する　　□希望しない）

可 ・ 否 8
□会　 員
□会員手続中
□非会員

□1年未満
□1～2年以内
□3年以上

可 ・ 否 7
□会　 員
□会員手続中
□非会員

□1年未満
□1～2年以内
□3年以上

※個人情報の取り扱い… 本研修申込みで得た個人情報は、研修会に伴う書類作成・発送に用い、この利用目的の範囲を超えて個人情報を取り扱うこと
はありません。

申込書 C

送付先・お問い合わせ先 秋田県看護協会 事業部教育研修係

〒010-0874 秋田市千秋久保田町6-6 FAX：018-831-8023 （事業部直通）

公益社団法人　秋田県看護協会公益社団法人　秋田県看護協会
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公益社団法人　秋田県看護協会公益社団法人　秋田県看護協会

専用申込書

□ 男 昭和

□ 女 平成

〶

（

□ □

（ □

（ □

〶 □ □

□

（ ）

年 月

年 月

年 月

年 月

□ 1 就業中 （ 年

□ 2 未就業 （ 年 ・ 年

□ 1 （ 年

□ 2

□ 3

□ 4

□ 1 年度 （ □ □ ）

□ 2

日中に連絡がとれる連絡先

TEL

資格取得

准看護師

その他

ヵ月

ヵ月 離職期間

）

従事する予定はない

*介護支援専門員について（該当番号に☑をつける）

）従事している

従事する予定である

いずれ従事したいと思っている

ヵ月 ）

勤務先

取 得 年 月 日

*訪問看護について（該当番号に☑をつける）

勤務部署名

職 位

）

保健師

助産師

看護師

訪問看護師養成講習会

月 日 現在

）

現住所

歳

施設名

施 設 No. 秋田県看護協会

（ ）日性別

※個人情報の取り扱い…本研修申込みで得た個人情報は、研修会に伴う書類作成・発送に用い、この利用目的の範囲を超えて個人情報を取り扱うことはありません。

資格なし

*受講動機（目的）

1.介護支援専門員の業務を行っている 2.業務は行っていない

職能

免
許
・
資
格
等

免許・資格等名称

）

連絡先 TEL:

施 設 名

住　 所

非会員

勤務先

年 月 生生年月日
□

□

令和6年

県 協 会 会 員 番 号

（ ）

ヵ月

（自宅）

ふりがな

氏　名

実務経験年数

実務経験年数

会員

FAX:

*就業について（該当番号に☑をつける）

送付先・お問い合わせ先 秋田県看護協会 事業部

〒010-0874 秋田市千秋久保田町6-6 TEL：018-831-8020 （事業部直通）

専用申込書

公益社団法人　秋田県看護協会
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公益社団法人　秋田県看護協会

専用申込書

月 日

□ 自宅住所

□ □ □ □
□ □ □ □　

□ □ □
（ ） □ □ （ ）

□ ①自分の課題解決
□ ②知識を得る
□ ③技術の向上
□ ④テーマ・講師に興味関心がある
□ ⑤上司の勧め
□ ⑥その他 （ ）
□ ①自分の課題解決
□ ②知識を得る
□ ③技術の向上
□ ④テーマ・講師に興味関心がある
□ ⑤上司の勧め
□ ⑥その他 （ ）
□ ①自分の課題解決
□ ②知識を得る
□ ③技術の向上
□ ④テーマ・講師に興味関心がある
□ ⑤上司の勧め
□ ⑥その他 （ ）

（ □ □ ）

※1テーマの資料代は、500円（税込）となります。

希望する

： ～

希望しない

3
月

本研修申込みで得た個人情報は、研修会に伴う書類作成・発送に用い、この利用目的の範囲を超えて個
人情報を取り扱うことはありません。

※個人情報の取り扱い…

□ 可

2

※どちらかに☑をつけて下さい。他の施設でキャンセルが出た場合は連絡を

： ）

日

□

□ 否 （ ：

訪問看護師養成講習会 公開講座　 □受講決定通知

①　申込みは太太枠枠内内にに記記入入漏漏れれががなないいよよううにに記記載載し、該該当当すするるととこころろにに☑☑して下さい。

②　申込書は該当年度の教育計画冊子の様式をコピー、またはホームページよりダウンロードしてご使用下さい。

□ 可

否 （

日

）～ ：

申込日：令和6年

月

開催日時

会員・非会員別
10年未満
10～20年
21年以上
不明

協会使用欄

受講可否
No.

1
月可

（講義時間）

□

会員
非会員

研研修修申申込込みみにに関関ししててのの承承諾諾　　※※ごご承承諾諾事事項項にに☑☑ををつつけけてて下下ささいい。。

□ 否

日

（ ： ～ ：

　□　やむを得ない事情が発生した場合、研修の中止または日程・講義形態の変更があることについて承諾しました。

　□　申込時の会員・非会員でチェックしました。

応募動機
※あてはまるもの全てに☑して下さい。

研修名
（日程に記載されているタイトルを記入）

）

施設No.

看護師長 副看護師長
係長・主任 スタッフ
その他

受講者職位

FAX

TEL
※施設または自宅に☑をつけて下さい。

〶
施設住所

氏　名

ふりがな

看護部長 副看護部長

秋田県看護協会個人会員番号

実務経験年数

□

501

施設名 所属部署名

研修No.

送付先・お問い合わせ先 秋田県看護協会 事業部教育研修係

〒010-0874 秋田市千秋久保田町6-6 FAX：018-831-8023 （事業部直通）

専用申込書

公益社団法人　秋田県看護協会
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公益社団法人　秋田県看護協会

専用申込書

22回回開開催催 ※※どどちちららかかにに☑☑をを入入れれてて下下ささいい。。

申込受付日
協協会会使使用用欄欄

□入力済

施設名：

□　勤務先

□□保保 □□助助 ☑☑看看 □□准准

□保 □助 □看 □准

□保 □助 □看 □准

□保 □助 □看 □准

＊生年月日のご記入はお間違えのないように、ご注意下さい。

＊＊申申込込書書はは、、必必要要事事項項をを全全てて記記入入しし、、ごご郵郵送送下下ささいい。。

　　　　お問い合わせ：TEL:018-831-8020（事業部直通）

職位：

生年月日：

お申込み先　：　〒010-0874　秋田市千秋久保田町6-6　　公益社団法人秋田県看護協会　事業部宛

生年月日：

職位：

□その他(                  )

□その他(                  )

1

2

※個人情報の取り扱い…

3

本研修申込みで得た個人情報は、研修会に伴う書類作成・発送に用い、この利用目的の
範囲を超えて個人情報を取り扱うことはありません。

受講希望者名

生年月日：

職位：

申込必要事項記入
※職位のない方はスタッフと記入

生生年年月月日日：：昭昭和和○○年年○○月月○○日日

職職位位：：ススタタッッフフ

職種

□□そそのの他他((                                ))

□会　 員

□非会員

□会　 員

□非会員

秋田県看護
協会員番号

001122334455記記入入例例 秋秋田田
あ き た

　　花花子子
は な こ

□その他(                  )

会　　　員
非会員別

☑☑会会　　  員員

□□非非会会員員

□会　 員

□非会員

申込日:令和6年　　　月　　　　日

〶

②　申込書はコピーしてご使用下さい。

①　申込みは太太枠枠内内にに記記入入漏漏れれががなないいよよううにに記記載載し、該該当当すするるととこころろにに☑☑して下さい。

施設No.

              [[11回回目目]]研研修修NNoo..660033

  □□病病院院勤勤務務以以外外のの看看護護師師等等認認知知症症対対応応力力向向上上研研修修（（令令和和66年年77月月2244日日））

              [[22回回目目]]研研修修NNoo..660044

  □□病病院院勤勤務務以以外外のの看看護護師師等等認認知知症症対対応応力力向向上上研研修修（（令令和和66年年77月月2255日日））

※施設または自宅に☑をつけて下さい。

申込担当者職位
□看護部長　 □副看護部長
□看護師長　 □副看護師長
□係長･主任  □スタッフ
□その他　(　　　　　　　　　　）

TEL：

FAX：

□　自　 宅

ふ　り　が　な

研研修修申申込込みみにに関関ししててのの承承諾諾　　※※ごご承承諾諾事事項項にに☑☑ををつつけけてて下下ささいい。。

　□　やむを得ない事情が発生した場合、研修の中止または日程・講義形態の変更があることについて承諾しました。

　□　申込み時の会員・非会員でチェックしました。

申　込
代表者

№

連絡部署

氏　   名

公益社団法人　秋田県看護協会

22回回開開催催 ※※どどちちららかかにに☑☑をを入入れれてて下下ささいい。。

申込受付日
協協会会使使用用欄欄

□入力済

施設名：

□　勤務先

□□保保 □□助助 ☑☑看看 □□准准

□保 □助 □看 □准

□保 □助 □看 □准

□保 □助 □看 □准

＊生年月日のご記入はお間違えのないように、ご注意下さい。

＊＊申申込込書書はは、、必必要要事事項項をを全全てて記記入入しし、、ごご郵郵送送下下ささいい。。

　　　　お問い合わせ：TEL:018-831-8020（事業部直通）

職位：

生年月日：

お申込み先　：　〒010-0874　秋田市千秋久保田町6-6　　公益社団法人秋田県看護協会　事業部宛

生年月日：

職位：

□その他(                  )

□その他(                  )

1

2

※個人情報の取り扱い…

3

本研修申込みで得た個人情報は、研修会に伴う書類作成・発送に用い、この利用目的の
範囲を超えて個人情報を取り扱うことはありません。

受講希望者名

生年月日：

職位：

申込必要事項記入
※職位のない方はスタッフと記入

生生年年月月日日：：昭昭和和○○年年○○月月○○日日

職職位位：：ススタタッッフフ

職種

□□そそのの他他((                                ))

□会　 員

□非会員

□会　 員

□非会員

秋田県看護
協会員番号

001122334455記記入入例例 秋秋田田
あ き た

　　花花子子
は な こ

□その他(                  )

会　　　員
非会員別

☑☑会会　　  員員

□□非非会会員員

□会　 員

□非会員

申込日:令和6年　　　月　　　　日

〶

②　申込書はコピーしてご使用下さい。

①　申込みは太太枠枠内内にに記記入入漏漏れれががなないいよよううにに記記載載し、該該当当すするるととこころろにに☑☑して下さい。

施設No.

              [[11回回目目]]研研修修NNoo..660033

  □□病病院院勤勤務務以以外外のの看看護護師師等等認認知知症症対対応応力力向向上上研研修修（（令令和和66年年77月月2244日日））

              [[22回回目目]]研研修修NNoo..660044

  □□病病院院勤勤務務以以外外のの看看護護師師等等認認知知症症対対応応力力向向上上研研修修（（令令和和66年年77月月2255日日））

※施設または自宅に☑をつけて下さい。

申込担当者職位
□看護部長　 □副看護部長
□看護師長　 □副看護師長
□係長･主任  □スタッフ
□その他　(　　　　　　　　　　）

TEL：

FAX：

□　自　 宅

ふ　り　が　な

研研修修申申込込みみにに関関ししててのの承承諾諾　　※※ごご承承諾諾事事項項にに☑☑ををつつけけてて下下ささいい。。

　□　やむを得ない事情が発生した場合、研修の中止または日程・講義形態の変更があることについて承諾しました。

　□　申込み時の会員・非会員でチェックしました。

申　込
代表者

№

連絡部署

氏　   名

公益社団法人　秋田県看護協会
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公益社団法人　秋田県看護協会

申込受付日
協協会会使使用用欄欄

□　勤務先

☐☐男男 □□准准看看護護師師

☑☑女女

☐☐男男 □□准准看看護護師師

□□女女

☐☐男男 □□准准看看護護師師

□□女女

☐☐男男 □□准准看看護護師師

□□女女

☐☐男男 □□准准看看護護師師

□□女女

☐☐男男 □□准准看看護護師師

□□女女

*生年月日のご記入はお間違えのないように、ご注意下さい。

＊＊申申込込書書はは、、必必要要事事項項をを全全てて記記入入しし、、ごご郵郵送送下下ささいい。。

　　　　お問い合わせ：TEL:018-831-8020（事業部直通）

職位：

生年月日：

お申込み先　：　〒010-0874　秋田市千秋久保田町6-6　　公益社団法人秋田県看護協会　事業部宛

生年月日：

職位：

1

2
□□保保健健師師 □□助助産産師師

※個人情報の取り扱い…

5

本研修申込みで得た個人情報は、研修会に伴う書類作成・発送に用い、この利用目的の範囲を
超えて個人情報を取り扱うことはありません。

受講希望者名

生年月日：

職位：

申込必要事項記入
※生年月日：西暦年記入

※職位のない方は「なし」と記入

生生年年月月日日：：11997755年年77月月77日日

職職位位：：  ななしし

生年月日：

職位：

□□保保健健師師 □□助助産産師師 ☑☑看看護護師師

□□災災害害支支援援ナナーースス登登録録者者((登登録録番番号号::　　　　　　　　　　　　　　　　))

☑☑看看護護師師

□□保保健健師師 □□助助産産師師

記記入入例例 秋秋田田
あ き た

　　花花子子
は な こ

3

□□災災害害支支援援ナナーースス登登録録者者((登登録録番番号号::　　　　113355　　　　　　　　))

□□保保健健師師 □□助助産産師師

☑☑看看護護師師

□□災災害害支支援援ナナーースス登登録録者者((登登録録番番号号::　　　　　　　　　　　　　　　　))

□□保保健健師師 □□助助産産師師 ☑☑看看護護師師

☑☑看看護護師師

□□災災害害支支援援ナナーースス登登録録者者((登登録録番番号号::　　　　　　　　　　　　　　　　))

申込日:令和6年　　　月　　　　日

災災害害支支援援ナナーースス養養成成研研修修（（令令和和66年年1100月月1166日日、、1100月月1177日日開開催催））

〶

①お申込みは太太枠枠内内にに記記入入漏漏れれががなないいよよううにに記記載載し、該該当当すするるととこころろにに☑☑して下さい。

□入力済□　各医療機関は、看護管理者を申込代表者とした施設単位でのお申込みをして下さい。

□　所属施設がない場合は、個人単位でお申込み下さい。

□　医療機関以外の場合は、部門長を代表とした施設単位でのお申込みをして下さい。

施設名

②お申込み時の留意点(☑をつけて下さい)

※施設または自宅に☑をつけて、ご送付先を記入下さい。

TEL：

FAX：

申込担当者の役職等
□看護管理者
   (役職名：                                  　　　　）
□受講者本人
□その他(　　　　           　　　　　　）

□　自　 宅

ふ　り　が　な

研研修修申申込込みみにに関関ししててのの承承諾諾　　※※ごご承承諾諾事事項項にに☑☑ををつつけけてて下下ささいい。。

申　込
代表者

№

連絡部署

氏　   名

　□　秋田県行政及び日本看護協会の求めに応じて、修了者リストを提出することに同意します。

職　種
※あてはまるものすべてに☑

性別

4
生年月日：

職位：

□□災災害害支支援援ナナーースス登登録録者者((登登録録番番号号::　　　　　　　　　　　　　　　　))

□□保保健健師師 □□助助産産師師 ☑☑看看護護師師

□□災災害害支支援援ナナーースス登登録録者者((登登録録番番号号::　　　　　　　　　　　　　　　　))

専用申込書

公益社団法人　秋田県看護協会

専用申込書



42￨ 教 育 計 画

公益社団法人　秋田県看護協会

専用申込書

＊申込みの方は必要事項を記入および該当箇所に☑をして下さい。

 施設№ 施設名

（〒　　　　　　―　　　　　　　　　）
TEL：

FAX:

□

□ 非会員

年　齢
歳 年

受講動機：

<施設長または看護管理者の方が記入して下さい＞

＊下記確認事項のチェックボックスに☑をつけて下さい。

□当施設には感染管理認定看護師が在籍していません。

□上記申込者が研修を受講することを承認します。

令和 6 年　　　月　　　日

施設名

職位

氏名(自署）

実務経験
年数（通算）

職　能 　□保健師　　　□助産師　　　□看護師

　　　　　　所属施設での職位
　　　・施設内での名称を記入
　　　・職位のない方は、スタッフと記入

 専 用 申 込 書

記入日：令和　6年　　　月　　　日

施設住所

ふりがな

氏  名

秋田県看護協会員
No.（　　　　　　　　　　　   ）

会員・非会員別

感染対策リーダー看護師育成研修

本研修申込みで得た個人情報は、研修会に伴う書類作成・発送に用い、この利用目的の範囲を超えて
個人情報を取り扱うことはありません。

※個人情報の取り扱い…

公益社団法人　秋田県看護協会　事業部
　 〒010-0874　秋田市千秋久保田町6-6 　TEL：018-831-8020

送付先・お問い合わせ先

公益社団法人　秋田県看護協会

＊申込みの方は必要事項を記入および該当箇所に☑をして下さい。

 施設№ 施設名

（〒　　　　　　―　　　　　　　　　）
TEL：

FAX:

□

□ 非会員

年　齢
歳 年

□管 理 者　　 □看 護 部 長　 　□副 看 護 部 長　   □看 護 師 長　   □副 看 護 師 長 

□主 任   　　　□ス タ ッ フ　　　 □そ の 他 （　           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受講動機：

<施設長または看護管理者の方が記入して下さい＞

＊下記確認事項のチェックボックスにレ点を入れて下さい。

□当施設には感染管理認定看護師が在籍していません。

□上記申込者が研修を受講することを承認します。

令和 6 年　　　月　　　日

施設名

職位

氏名(自署）

職　位

本研修申込みで得た個人情報は、研修会に伴う書類作成・発送に用い、この利用目的の範囲を超えて
個人情報を取り扱うことはありません。

※個人情報の取り扱い…

公益社団法人　秋田県看護協会　事業部
　 〒010-0874　秋田市千秋久保田町6-6 　TEL：018-831-8020

送付先・お問い合わせ先

 専 用 申 込 書

記入日：令和　6年　　　月　　　日

施設住所

ふりがな

氏  名

秋田県看護協会員
No.（　　　　　　　　　　　   ）

会員・非会員別

感染対策リーダー看護師育成研修

実務経験
年数

職　能 □保健師　　　□助産師　　　□看護師

公益社団法人　秋田県看護協会
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下記の説明文は従来どおり(R5)の標記とする 

認定看護管理者教育課程 □ファーストレベル □サードレベル 
※該当するレベルに☑をして下さい 

 

記入日：令和 6 年  月  日 現在

氏 名
ふ り が な

  

現住所 

〒 

 

 

電話番号 
*日中、連絡が取れる連絡先を記入して下さい。 

電話番号：               電話連絡先：             

所属施設名  

所属施設住所 

〒 

 

電話番号：               内線(     )所属部署名： 

看護師免許取得後の

実務経験年数（通算） 
       年目 

所属施設での職位 
・施設内での名称を記入 

・職位のない方は、スタッフと記入 

 

 

ファーストレベル受講申込者のみ記入 

受講動機 
※該当するものに 

✔をして下さい 

□自らのキャリア形成  □自部署の課題解決   □上司のすすめ 

□その他（                         ） 

具体的な受講動機をお書き下さい(250～300 字程度)。 

  

          

サードレベル受講申込者のみ記入 

該当する番号に☑をつけ、必要書類を添付して申し込んで下さい。 

受講要件 必要書類 

□ 1.認定看護管理者教育課程セカンドレベル修了     セカンドレベル修了証写し 

□ 2.看護部長相当の職位にある者  左記職位に該当する施設長の勤務証明書 

次ページ参照 □ 3.副看護部長相当の職位に 1 年以上就いている者  

□

□

看護師免許　西暦 年 月 日

セセカカンンドドレレベベルル受受講講申申込込者者ののみみ記記入入

① 認定看護管理者教育課程ファーストレベルを修了している者：修了年度（西暦　　　　　　年度）

ふりがな

氏 　名

認定看護管理者教育課程 □ファーストレベル　□セカンドレベル

記入日：令和5年 月 日

自宅住所 FAX:

内線：TEL:

職位（施設内での名称を記入）
所属施設名

施設住所 〶

免許取得後の

実務経験年数
年

所属部署名（病棟名等）

フファァーースストトレレベベルル受受講講申申込込者者ののみみ記記入入

受講動機：

免許取得
年月日 取得

*本研修申込書は、下記の〈個人情報の取り扱い〉に同意したものとして、管理いたします。

当協会の個人情報保護方針に基づき、個人情報の取得・利用を適切に行います。研修会申込みに際して得た情報は、以下の
利用目的の範囲内でのみ利用し、利用目的以外で利用することはありません。①当協会の研修会を受講する際の本人確認
②当協会の研修に関する連絡・情報提供等③アンケートその他の方法による本会の事業推進に資する情報収集④研修受講
履歴を会員向けマイページ「キャリナース」で会員本人が参照可能となるための会員情報管理体制ナースシップとの連携

 該当する番号に☑をつけて下さい。

② 看護部長相当の職位にある者

③ 副看護部長相当の職位に1年以上就いている者
（※副看護部長相当の職位とは、保健医療福祉に関連した組織において、看護管理を行う立場を指す。）

□

□

*申込書は該当年度の教育計画冊子の様式をコピー、またはホームページよりダウンロードしてご使用下さい。

□

専用申込書

公益社団法人 秋田県看護協会

専用申込書

公益社団法人　秋田県看護協会

専用申込書
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月 日

年 月 より

年 月 まで 年 月 間

年 月 より

年 月 まで西暦

施設名：

所在地：

施設長名：

※用紙はコピーしてご使用下さい。

印

職位

2 職 位

上記の者は当施設において、 看護部長 もしくは 副看護部長相当の職位であることを証明します。

西暦

在職西暦

西暦

氏　名

令和6年

勤 務 証 明 書

1 在 職 期 間

上記の者は当施設において、以下のとおり　勤務している　/　したこと　を証明します。

　認定看護管理者教育課程

公益社団法人　秋田県看護協会

公益社団法人　秋田県看護協会





ANAクラウン
プラザホテル秋田

ホテル
メトロポリタン秋田

令和高校

秋田市
文化創造館

ABS秋田放送

あきた芸術劇場
ミルハス

秋田県ナースセンター 看護師等無料職業紹介所
〒010-0001　秋田市中通2-3-8　アトリオン1階
  TEL●018-832-8810　FAX●018-853-4376
  e-mail●akita@nurse-center.net

訪問看護ステーションあきた
〒010-0914　秋田市保戸野千代田町16-16
  TEL●018-853-4120　FAX●018-867-0054

公益社団法人 秋田県看護協会
〒010-0874　秋田市千秋久保田町6-6
 （代　表） TEL●018-834-0172　FAX●018-835-9522
  e-mail●a-kango@oregano.ocn.ne.jp
  URL●https://www.akita-kango.or.jp/
 （事業部） TEL●018-831-8020　FAX●018-831-8023
  e-mail●kyouiku1@akita-kango.jp

県立循環器・
脳脊髄センター

※当センターの駐車場は利用できません。お車でお越しの際は、近隣の有料駐車場（　 青色の記号）をご利用下さい。

秋田県
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